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第
三
二
巻
第
一
号

日
本
国
憲
法
は
第
六
二
条
に
お
い
て
、
議
院
が
国
政
に
関
す
る
調
査
を
行
な
う
権
限
を
有
す
る
こ
と
を
明
規
し
た
。
こ
の
国
政
調
査
権

の
「
本
質
」
を
め
ぐ
る
論
議
は
、
昭
和

110年
代
の
後
半
に
活
発
に
行
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
一
応
の
問
題
点
が
出
尽
く
し
た
か
に
見
え
た

が
、
昭
和
五

0
年
代
に
な
っ
て
論
議
が
再
燃
し
、
以
前
と
は
形
を
変
え
て
、
国
政
調
査
権
の
「
本
質
」
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

『
本
質
と
は
何
か
』
と
い
う
問
い
は
非
常
に
多
義
的
で
あ
る
。
そ
の
問
い
が
第
六
二
条
の
定
義
、
あ
る
い
は
歴
史
的
由
来
、
さ
ら
に
は
そ

の
効
果
、
妥
当
性
の
根
拠
等
を
意
味
し
て
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
国
政
調
査
権
の
「
本
質
」
論
争
に
際
し
て
は
、
議
会
制
の
母
国
た
る
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
調
査
権
を
継
受
し
、
発
展
さ
せ

(
1
)
 

た
と
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
議
会
の
調
査
権
の
歴
史
、
そ
の
性
格
が
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
。
確
か
に
、
合
衆
国
議
会
調
査
権
の

考
察
は
、

日
本
国
憲
法
第
六
二
条
の
法
的
性
格
考
察
の
不
可
欠
の
前
提
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
合
衆
国
に
お
け
る
議
会
調
査

権
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、

日
本
と
異
な
り
、

ま
ず
第
一
に
、
憲
法
に
お
い
て
明
確
な
権
力
分
立
制
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
連
邦
議
会
は
大

統
領
に
対
す
る
直
接
的
統
制
手
段
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
。
第
二
に
、
調
査
権
に
つ
い
て
憲
法
上
明
文
の
規
定
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
そ

れ
ゆ
え
調
査
権
は
議
会
の
黙
示
の
権
限

(
i
m
p
l
i
e
d
p
o
w
e
r
)
 

に
お
い
て
は
、
こ
の
憲
法
制
度

1

大
統
領
制
—
ー
ふ
｝
ゆ
え
に
、
調
査
委
員
会
が
「
立
法
府
と
執
行
府
と
の
イ
ン
テ
ン
シ
プ
な
対
話
の

(
2
)
 

湯
」
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
特
色
が
生
じ
る
。
合
衆
国
で
の
議
会
調
査
権
の
論
議
を
ふ
ま
え
て
、
最
近
日
本
で
も
議
会
と
行
政
府
と
の
関

係
と
い
う
国
家
機
関
相
互
間
の
関
連
で
の
み
議
会
調
査
権
の
性
格
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
国
民
と
の
関
係
で
そ
の
性
格
を
位
置
づ
け
る

(
3
)
 

こ
と
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
見
地
か
ら
は
、
議
会
か
ら
国
民
へ
の
情
報
提
供
作
用
が
重
視
さ
れ
る
。
た
し
か
に
議
会
調
査

関
法

は
じ
め
に
|
|
問
題
の
所
在

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
が
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
合
衆
国

―
―
八

（
一
―
八
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察

9

権
は
こ
の
機
能
を
果
た
し
て
お
り
、
調
査
権
の
有
効
な
行
使
が
、
国
民
の
よ
く
知
ら
さ
れ
た
状
態
、
世
論
を
つ
く
り
あ
げ
る
と
い
う
効
果

、
、
、
、
、

を
持
つ
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
効
果
が
他
の
何
ら
か
の
法
的
根
拠
に
も
と
づ
く
作
用
の
結
果
と
し
て
出
て
く
る
も
の
に

す
ぎ
な
い
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
憲
法
規
範
の
問
題
領
域
の
外
に
生
起
す
る
事
実
の
評
価
を
め
ぐ
る
政
治
論
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
国
民
代
表
機
関
と
し
て
の
議
会
（
議
院
）
が
国
民
の
「
知
る
権
利
」
に
奉
仕
す
る
よ
う
に
権
限
を
行
使
す
る
、

権
限
行
使
に
際
し
て
の
政
治
的
責
任
の
問
題
で
あ
り
、
権
限
そ
の
も
の
の
法
的
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
の
に
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
極
め
て

(
4
)
 

不
十
分
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
は
、
そ
の
第
四
四
条
で
「
連
邦
議
会
は
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
権
利
を
有
し
、
か
つ
そ

の
議
員
の
四
分
の
一
の
動
議
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
設
置
す
べ
き
義
務
を
負
う
」

わ
ち
、
基
本
法
第
四
四
条
は
、

で
は
な
く
、

二
九

J

の
条
項
が
連
邦
議
会
の
権
限
を
新
ら
た
に
定
め
た
も
の

（
同
条
一
項
一
段
）
と
、
基
本
法
上
の
明
文
規
定
を
も
っ

て
、
議
会
調
査
権
を
定
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
基
本
法
が
議
院
内
閣
制
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
に
お
け
る
議
院

の
国
政
調
査
権
の
法
的
考
察
に
貴
重
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
次
の
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
三
四
条
の
規
定
を
原
則
と
し
て
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

と
い
う
の
は

い
ず
れ
も
、
調
査
の
対

象
（
日
本
国
憲
法
第
六
1

一
条
に
お
け
る
「
国
政
に
関
し
て
」
）
を
明
示
せ
ず
、

で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
た
ん
な
る
手
続
規
定
に
す
ぎ
な
い
の
か
、
論
議
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
議
会
内
少

数
者
の
権
利
の
保
障
で
あ
る
。
議
会
内
多
数
者
が
行
政
府
を
担
当
す
る
議
院
内
閣
制
の
下
で
は
、
政
府
と
議
会
と
の
関
係
は
二
元
主
義
的

(
5
)
 

一
元
的
で
あ
る
。
行
政
に
対
す
る
議
会
の
統
制
権
限
と
し
て
の
調
査
権
が
有
効
に
作
用
す
る
為
に
は
、
議
会
内
少
数
者
が
行

政
に
対
す
る
監
視
・
統
制
を
行
な
う
法
的
根
拠
・
保
障
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
議
会
制
の
母
国
と
さ
れ
、
議
会
調
査

権
発
生
の
地
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
で
議
会
調
査
権
が
衰
退
し
て
い
っ
た
本
質
的
な
原
因
と
し
て
、
責
任
内
閣
制
議
院
内
閣
制
の
確
立
に

（
―
-
九
）



よ
っ
て
国
会
と
内
閣
と
の
関
係
が
原
則
と
し
て
「
協
カ
・
協
働
関
係
」
と
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
議
院
内
閣
制
確
立
以
後

は
、
行
政
統
制
、
立
法
準
備
等
の
た
め
設
け
ら
れ
る
委
員
会
の
専
門
性
・
中
立
性
の
問
題
に
重
点
が
移
行
し
て
い
る
。
行
政
に
対
す
る
統

一
般
的
に
全
体
と
し
て
の
議
会
か
ら
議
会
内
反
対
党
（
議
会
内
少
数
者
）
の
手
に
移
行
し
た
と
さ
れ
る
今
日
、
行
政
統
制
の

(
6
)
 

実
効
性
は
、
議
会
内
少
数
者
が
法
的
に
も
事
実
的
に
も
活
動
し
う
る
可
能
性
に
本
質
的
に
依
拠
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

(
M
i
n
d
e
r
 he
i
 t
s
e
n
q
u
e
t
e
r
e
c
h
t
)

と
呼
ば
れ
る
）
の
保
障
の
問
題
は
、
議
院
内
閣
制
の
下
に
お
け
る
議
会
調
査
権
の
法
的
考
察
に
と
っ
て

(
7
)
 

き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
調
査
権
に
つ
い
て
、
こ
の
少
数
者
権
の
性
格
を
中
心

と
し
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
少
数
者
権
の
問
題
以
外
に
も
、

査
権
を
概
観
す
る
中
で
部
分
的
に
論
及
し
、
問
題
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

(

1

)

イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
議
会
の
調
査
権
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
議
会
調
査
権
の
性
格
に
つ
い
て
の
一
考

察
」
法
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
関
西
大
学
大
学
院
）
二
九
号
一
頁
、
な
ら
び
に
そ
こ
で
引
用
し
た
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
正
確
に
は
「
議
院
」
の
調
査
権
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
性
格
が
「
議
会
」
の
性
格
、
法
的
地
位
と
切
り
離
せ
な
い
と
い
う
こ

と
と
、
議
会
外
の
機
関
が
有
す
る
調
査
権
と
区
別
す
る
意
味
で
、
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
か
ぎ
り
「
議
会
調
査
権
」
と
い
う
言
葉
を
、
一
般
に
使
用

さ
れ
て
い
る
用
法
に
従
っ
て
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

た
だ
、
厳
密
に
考
え
れ
ば
問
題
と
な
る
と
思
わ
れ
る
言
葉
も
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
『
連
邦
議
会
』
は
上
院
と
下
院
か
ら
な
る
複

合
制
合
議
機
関
を
意
味
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
西
ド
イ
ツ
の
場
合
、
ド
イ
ツ
『
連
邦
議
会
』

(
B
u
n
d
e
s
t
a
g
)
と
連
邦
参
議
院

(
B
u
n
d
e
s
r
a
t
)

が
存
在
し
て
い
る
。
連
邦
参
議
院
の
権
限
は
「
議
会
」
と
呼
ぶ
の
に
は
そ
の
権
限
が
弱
す
ぎ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
基
本
法
は
連
邦
議
会
と
連

邦
参
議
院
と
の
二
院
制
を
と
っ
て
い
る
と
も
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
の
用
法
上
の
相
違
が
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
つ

つ
も
『
連
邦
議
会
』
と
い
う
用
語
は
通
常
の
使
用
法
に
従
う
こ
と
と
し
た
。

制
作
用
が
、 関

法

第
三
二
巻
第
一
号

基
本
法
第
四
四
条
の
少
数
者
調
査
権
（
少
数
者
権

(
M
i
n
d
e
r
h
e
i
t
s
r
e
c
h
t
)

い
く
つ
か
の
重
要
な
問
題
が
あ
る
が
、
次
章
以
下
で
ド
イ
ツ
の
議
会
調

あ
る
い
は
、

――
10 
(
―
二

0
)

少
数
者
調
査
権
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一
、
ワ
イ
マ
ー
ル
前

ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
会
調
査
権
の
発
達

(
2
)
高
見
勝
利
「
英
•
仏
・
独
の
国
政
調
査
の
実
情
」
自
由
と
正
義

1
一
七
巻
一0
号
一
五
頁
、
ニ
―
頁
。

(

3

)

奥
平
康
弘
「
国
政
調
査
権
の
『
本
質
』
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
『
現
代
議
会
政
治
』
一
五
二
頁
。
横
川
博
「
国
政
調
査
権
の
目
的
と
限
界
」
ジ

ュ
リ
ス
ト
『
憲
法
の
争
点
』
一
四
二
頁
。
杉
原
泰
雄
・
辻
村
み
よ
子
「
国
政
調
査
と
犯
罪
調
査
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
現
代
の
汚
職
』
一
四
四
頁
等
参

照。

(

4

)

も
ち
ろ
ん
調
査
権
の
「
本
質
」
論
と
し
て
、
議
会
に
何
故
調
査
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
れ
ば
、
議
会
が
ま
さ
に

国
民
代
表
機
関
た
る
こ
と
に
そ
の
大
き
な
―
つ
の
原
因
を
見
い
だ
す
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
日
本
の
国
会
の
地
位
と
そ
の
権
限
に
関

し
て
そ
う
い
え
る
と
し
て
も
、
大
統
領
制
を
採
る
合
衆
国
憲
法
に
お
け
る
議
会
（
と
り
わ
け
上
院
）
の
調
査
権
を
国
民
代
表
機
関
と
し
て
の
地
位

か
ら
根
拠
づ
け
う
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
ろ
う
。

(
5
)
N
.
 G
e
h
r
i
g
,
 
G
e
w
a
l
t
e
n
t
e
i
l
u
n
g
 z
w
i
s
c
h
e
n
 R
e
g
i
e
r
u
n
g
 u
n
d
 p
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
c
h
e
r
 
Opposition, D
V
B
!
 1
9
7
1
,
 
S. 6
3
3
f
f
.
 

(
6
)
H
.
 P. 
S
c
h
n
e
i
d
e
r
,
 
O
p
p
o
s
i
t
i
o
n
 u
n
d
 I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
-
D
e
r
 A
k
t
e
n
v
o
r
l
a
g
e
a
n
s
p
r
u
c
h
 als 
p
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
c
h
e
s
 M
i
n
d
e
r
h
e
i
t
s
r
e
c
h
t
 

|
A
1
>
R
 9
9
 (
1
9
7
4
)
,
 

S. 
6
2
8
f
f
;
 

R. 
Scholz, 
P
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
c
h
e
r
 
Untersuchungsausschu.13 
u
n
d
 
S
t
e
u
e
r
g
e
h
e
i
m
n
i
s
,
 
A
o
R
 1
0
5
 

(
1
9
8
0
)
 

s. 
5
9
4
,
 
6
0
0
 f
f
.給
呼
木
芦
早
苛
{
「
睾
〖
今
g

詞
毘
｛
士1々
碑
-
と
野
党
の
地
位
」
（
田
中
二
郎
先
生
古
稀
記
念
『
公
法
の
理
論
下
ー
』
所
収
）
―
四

七
五
頁
、
一
四
八

0
頁
。
但
し
、

vgl,

N
.
 
A
c
h
t
e
r
b
e
r
g
,
 
P
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
c
h
e
 
Kontrollrechte 
z
u
m
 S
c
h
l
u
B
b
e
r
i
c
h
t
 
d
e
r
 E
n
q
u
e
t
e
,
 

K
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
r
e
f
o
r
m
,
 D
o
V
 1
9
7
7
,
 
S. 5
4
8
 ff.

「
少
数
者
権
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
取
り
扱
う
。

(
7
)
近
代
国
家
に
お
け
る
議
会
の
任
務
に
つ
い
て
、

v
g
l
•
H
.P. 
S
c
h
n
e
i
d
e
r
,
 
Entscheidungsdefizite 
d
e
r
 P
a
r
l
a
m
e
n
t
e
,
 
U
b
e
r
 
die 

N
o
t
w
e
n
d
i
g
k
e
i
t
 einer W
i
e
d
e
r
b
e
l
e
b
u
n
g
 d
e
r
 P
a
r
l
a
m
e
n
s
r
e
f
o
r
m
,
 
A
o
R
 1
0
5
 
(
1
9
8
0
)
,
 
S. 4
`
1
6
,
 1
8
.

基
本
法
は
議
会
内
少
数
者
す
な

わ
ち
野
党

(
O
p
p
o
s
i
t
i
o
n
)
を
必
要
不
可
欠
の
も
の
と
し
て
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る

(
N
.
G
e
h
r
i
g
,
 
a. 
a. 
0., 
S. 

6
3
5
.
)

。

(
―
ニ
ー
）



イ
セ
ン
憲
法
第
八
二
条
の
有
名
無
実
化
は
、

第
三
二
巻
第
一
号

ロ
(
―
二
二
）

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡
後
、
最
初
の
統
一
ド
イ
ツ
の
憲
法
と
い
わ
れ
る
フ
ラ
ソ
ク
フ
ル
ト
憲
法

(
V
e
r
f
a
s
s
u
n
g

R
e
i
c
h
e
s
,
 2
8
.
 
3
.
 
1
8
4
9
)

は、

そ
の
第
九
九
条
で
執
行
府
に
対
す
る
統
制
手
段
と
し
て
の
「
事
実
調
査
権

(
D
a
s
R
e
c
h
t
 d
e
r
 E
r
h
e
b
u
,
 

(
1
)
 

n
g
 v
o
n
 
T
h
a
t
s
a
c
h
e
n
)
」
を
各
議
院
に
認
め
て
い
た
。
こ
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
憲
法
は
施
行
さ
れ
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
と
は
い
え
、

各
邦
の
憲
法
制
定
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
事
実
の
調
査
権
」
で
あ
り
、

た
ん
な
る
情
報
収
集
目
的
、
技
術
的
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
の
み
承
認
さ
れ
、
査
問
と
い
う
権
力

(
2
)
 

的
・
政
治
的
性
格
を
も
た
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法

(
V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
u
r
k
u
n
d
e
fur
 
d
e
n
 P
r
e
u
B
i
s
c
h
e
n
 Staat, 
31. 
1. 
1
8
5
0
)

第
八
二
条
は
「
各
議
院
は
情
報
を
求

め
る
た
め
に
、
事
実
調
査
委
員
会
を
任
命
す
る
権
限
を
有
す
る

(
E
i
n
e
j
e
d
e
 
K
a
m
m
e
r
 h
a
t
 
d
i
e
 
B
e
f
u
g
n
i
s
,
 
B
e
h
u
f
s
 ihrer 
Infor, 

(
3
)
 

m
a
t
i
o
n
 K
o
m
m
i
s
s
i
o
n
e
n
 z
u
r
 U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
 v
o
n
 T
h
a
t
s
a
c
h
e
n
 
z
u
 e
r
n
e
n
n
e
n
)
」
と
規
定
し
て
い
た
が
、
こ
の
憲
法
上
、
議
会

は
一
八
四
八
年
四
月
以
来
行
な
わ
れ
て
き
た
普
通
。
平
等
。
秘
密
選
挙
を
廃
止
し
、
公
開
の
「
三
級
選
挙
法

(
D
r
e
i
k
l
a
s
s
e
n
w
a
h
l
r
e
c
h
t
)
」

(
4
)
 

を
採
用
し
た
選
挙
法
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
下
院
（
第
二
院
）
と
、
等
族
制
的
・
貴
族
制
的
な
上
院
（
第
一
院
）
と
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。

(
5
)
 

調
査
権
は
と
く
に
そ
の
内
容
と
範
囲
に
つ
い
て
争
い
が
あ
り
、
調
査
権
の
行
使
は
特
別
の
例
外
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
プ
ロ

「
官
僚
的
行
政
権
の
伝
統
的
な
優
勢
を
誇
り
、
調
査
権
に
よ
っ
て
そ
の
い
わ
ば
市
民
権
を
保

(
6
)
 

持
す
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
ド
イ
ツ
の
外
見
的
立
憲
君
主
制
の
運
命
を
示
唆
す
る
も
の
」
と
も
い
わ
れ
る
。

一
八
七
一
年
四
月
一
六
日
の
ド
イ
ツ
帝
国
憲
法

(
D
i
e
V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
 d
e
s
 
D
e
u
t
s
c
h
e
n
 R
e
i
c
h
s
)
に
は
議
会
調
査
権
の
規
定
は
設
け

ら
れ
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
憲
法
下
で
も
、
議
会
調
査
委
員
会
は
、
帝
国
政
府
と
各
邦
政
府
と
の
問
の
、
労
使
間
の
、

(
7
)
 

は
そ
の
他
対
立
す
る
集
団
の
利
害
の
緩
衝
器
と
し
て
用
い
ら
れ
て
は
い
た
が
、
政
府
主
導
型
の
調
査
委
員
会
が
多
か
っ
た
。

関
法

ド
イ
ッ
立
憲
君
主
制
の
下
で
、

ド
イ
ツ
議
会
が
有
す
る
調
査
権
は
こ
の

d
e
s
 
D
e
u
t
s
c
h
e
n
 

さ
ら
に



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察

H

た
ビ
ー
ト
・
砂
糖
産
業
に
関
す
る
調
査
委
員
会
は
、

法
の
方
向
づ
け
の
道
を
ひ
ら
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

一
八
八
三
年
六
月
に
設
置
さ
れ
、

一
九
〇
八
年
か
ら

一
八
八
四
年
三
月
に
報
告
書
を
提
出
し

そ
の
他
の
議
会
調
査
と
し
て
は
、

一
八
七
八
年
か
ら
一
八
七
九
年
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
調
査
が
あ
り
、
こ
の
調
査
は
ド
イ
ッ
交
通
立

一
八
九

0
年
危
機
の
前
兆
と
な
っ
た
状
況
の
明
快
で
洞
察
力
あ
る
分
析
を
行
な
っ
て

い
た
。
そ
の
他
い
く
つ
か
の
労
働
調
査
・
金
融
調
査
が
行
な
わ
れ
た
が
、
第
一
次
大
戦
前
の
最
後
の
議
会
調
査
は
、

九

0
九
年
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
銀
行
調
査
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

三
(
―
二
三
）

（
一
八
七
八
年
六
月
二
六
日
法
）
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
。

が
行
な
わ
れ
た
。

さ
ら
に
、

タ
バ
コ
産
業
調
査
は
、

タ
バ
コ
産
業
独
占
を
意
図
し
て
い
た
ビ
ス
マ
ル
ク
に
よ
り
、

一
八
七
二
年
に
は
、
業
界
代
表
の
提
案
で
、
連
邦
参
議
院
の
決
議
に
し
た
が
い
ビ
ス
マ
ル
ク
宰
相
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
、
鉄
道
運
賃

構
造
問
題
を
調
査
す
る
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
委
員
会
は
ほ
と
ん
ど
会
議
を
開
か
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
報
告
書
は
差
別
的

鉄
道
運
賃
の
考
え
を
非
常
に
納
得
の
い
く
よ
う
に
排
除
し
て
い
た
の
で
、
連
邦
参
議
院
は
、
こ
の
差
別
的
運
賃
の
問
題
は
明
確
に
結
着
が

つ
い
た
と
考
え
た
。
三
年
後
、
別
の
委
員
会
で
よ
り
広
い
政
策
的
見
地
か
ら
こ
の
問
題
が
再
び
と
り
あ
げ
ら
れ
た
時
、
委
員
会
は
正
式
の

聴
聞
を
重
視
し
、
多
く
の
証
人
、

―
―
―
―
日
に
公
表
さ
れ
た
が
、
何
ら
の
具
体
的
提
案
を
示
め
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

と
記
録
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
し
て
、

で
、
帝
国
議
会
で
は
、

委
員
会
で
も
採
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、

ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
を
委
員
会
で
証
言
さ
せ
た
。
こ
の
調
査
委
員
会
の
報
告
書
は
、

し
か
し
、
議
事
録
は
論
議
さ
れ
た
間
題
を
生
き
生
き

そ
の
価
値
を
認
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
調
査
委
員
会
で
採
ら
れ
た
手
続
が
、

「
調
書
」
に
も
と
づ
く
事
実
認
定
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
後
の
調
査

ま
た
、
当
時
の
経
済
情
勢
の
下

工
業
な
ら
び
に
農
業
の
一
般
的
状
況
に
つ
い
て
の
包
括
的
調
査
の
必
要
性
が
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
政
府
の
主
導

に
よ
り
、
鉄
工
業
に
つ
い
て
は
一
八
七
八
年
六
月
二
五
日
、
織
物
工
業
に
つ
い
て
は
同
年
七
月
一
日
に
連
邦
参
議
院
の
決
議
に
よ
り
調
査

初
め
て
立
法
の
形
式

一
八
七
五
年
ニ
一
月



こ
れ
ら
の
調
査
の
共
通
の
特
徴
と
し
て
、

く
り
上
手
の
内
閣
ス
タ
ッ
フ
に
、
近
代
産
業
発
展
の
未
海
図
地
域
に
特
別
の
案
内
人
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
場
合
に
は
い
つ
で
も
、
最

(
8
)

（

9
)
 

後
の
手
段
と
し
て
の
み
調
査
委
員
会
を
使
用
し
た
」
の
で
あ
る
。
「
官
僚
制
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
人
々
の
代
表
機
関
」

と
い
わ
れ
た
ド
イ
ツ
帝
国
議
会
は
、
当
時
に
お
け
る
「
民
主
的
」
選
挙
法
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
「
国
民
代
表
機
関
」
で
は
あ
っ
た
が
、
そ

の
権
限
は
帝
国
憲
法
に
よ
っ
て
も
あ
ま
り
広
汎
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
帝
国
議
会
の
同
意
は
全
立
法
に
と
っ
て
必
要
で
あ

っ
た
が
、
連
邦
参
議
院
の
拒
否
権
に
服
し
た
し
、
帝
国
議
会
は
い
か
な
る
立
法
の
提
案
権
も
持
た
な
か
っ
た
。
ま
た
租
税
源
も
、
議
会
の

(10) 

同
意
外
に
お
か
れ
、
外
交
・
軍
事
に
対
し
て
は
監
督
権
も
な
か
っ
た
。
政
府
に
対
す
る
質
問
権
も
き
わ
め
て
制
限
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
議
会
調
査
権
は
、
行
政
府
に
対
す
る
議
会
的
統
制
の
本
質
的
要
素
と
考
え
ら
れ
る
ゆ
え
に
、
当
時
の
議
会
調
査
権
が
「
不
真

正
の
調
査
権
」
と
い
わ
れ
る
よ
り
根
本
的
な
原
因
は
、
政
府
・
大
臣
が
議
会
に
対
し
て
責
任
を
負
う
の
で
は
な
く
、
皇
帝
に
対
し
て
責
任

を
負
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
帝
国
の
行
政
府
は
、
議
会
と
は
関
係
な
く
、
皇
帝
の
任
命
す
る
帝
国
宰
相
と
、

な
っ
て
定
め
ら
れ
た

S
t
a
a
t
s
s
e
k
r
e
t
a
r
d
e
r
 R
e
i
c
h
s
a
m
t
e
r

か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。

は
な
く
、
帝
国
宰
相
は
議
会
の
不
信
任
を
う
け
て
も
辞
職
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(11) 

こ
の
よ
う
に
、
議
会
の
調
査
権
は
、
帝
国
の
崩
壊
ま
で
何
ら
の
決
定
的
役
割
を
も
果
た
し
て
こ
な
か
っ
た
。
帝
国
議
会
の
行
政
に
対
す

(12) 

る
統
制
の
無
力
性
・
不
活
発
性
を
、

M
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
議
会
に
調
査
権
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
求
め
た
。

す
な
わ
ち
、

関
法

第
三
二
巻
第
一
号

ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
帝
国
議
会
の
全
構
造
が
、
政
府
提
出
の
法
案
に
対
す
る
批
判
・
苦
情
等
と
い
う
も
っ
ぱ
ら
否
定
的
な
政

治
を
営
む
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
政
府
官
僚
の
行
な
う
政
治
的
問
題
解
決
作
業
に
関
し
て
、
官
僚
層
を
統
制
す
る
こ
と

(13) 

が
、
議
会
の
な
す
べ
き
根
本
的
な
第
一
の
任
務
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
官
僚
政
治
の
効
果
的
統
制
の
た
め
の
前
提
条
件
と
し
て
、
官
僚

従
っ
て
議
会
に
は
、
行
政
府
を
形
成
す
る
権
能

一
八
七
六
年
に

―
二
四

(
―
-
＿
四
）

そ
の
調
査
が
政
府
の
裁
量
の
所
産
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
政
府
は
、

「
や
り



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察

H

ウ
ェ
ー
バ
ー
の
議
会
調
査
権
の
主
張
は
、

の
行
動
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
職
務
上
の
知
識
を
官
僚
の
好
意
に
頼
ら
ず
に
入
手
す
る
権
利
、
す
な
わ
ち
書
類
閲
覧
、
実
地
検
証
、
さ
ら

に
は
議
会
委
員
会
の
席
上
、
証
人
と
し
て
出
頭
す
る
関
係
者
た
ち
を
宣
誓
さ
せ
て
尋
問
す
る
権
利
が
議
会
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
、
と
の
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
調
査
権
を
有
す
る
議
会
委
員
会
が
、
行
政
と
提
携
し
あ
る
い
は
対
峙
し
つ
つ
、
行
政
に
対
し
不
断
の
統
制

と
協
力
を
行
な
う
状
況
が
ド
イ
ツ
に
現
わ
れ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
ー
ー
ー
見
た
と
こ
ろ
余
り
目
だ
た
な
い
こ
の
変
化
は
、
国
家
機
関
と
し
て(15) 

の
議
会
の
積
極
的
な
成
果
を
高
め
る
と
い
う
意
味
で
の
、
そ
れ
以
上
の
あ
ら
ゆ
る
改
革
の
根
本
的
前
提
条
件
と
な
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
以
上
述
べ
て
き
た
考
え
だ
け
で
あ
っ
た
な
ら
、
議
会
調
査
権
の
性
格
と
し
て
、

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

―
二
五

ド
イ
ッ
以
外
で
も
一
般
的
に
論
じ
ら
れ
て
き

ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
議
会
調
査
権
の
難
点
を
正
確
に
と
ら
え
、
新
し
い
―
つ
の
考
え
を
提
示
し
た
。
ド
イ
ツ
帝
国
憲
法

の
下
で
は
、
帝
国
議
会
は
、
議
院
規
則
の
運
用
に
つ
い
て
の
自
律
権
を
与
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
議
会
内
多
数
者
は
一
方
的
に
調
査
の
中

止
を
決
定
し
う
る
し
、
自
分
に
不
利
な
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
よ
う
調
査
を
行
な
う
こ
と
も
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
真
に
有
効
な
行

「
と
り
わ
け
無
条
件
に
少
数
者
権

(
M
i
n
o
r
i
t
a
t
s
r
e
c
h
t
)

と
し
て
形
づ
く
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
権
利
は
、
将
来
い
つ
か
実
現
し
う
る
あ
ら
ゆ
る
議
会
主
義
的
『
多
数
派
経
営
』
と
、
そ
れ
の
も
つ
周
知
の
危
険
に
対
し
て
、
公

開
の
対
抗
ヵ
ー
こ
れ
は
諸
外
国
に
は
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
、
こ
れ
ま
で
は
政
党
相
互
間
の
礼
儀
に
も
と
づ
い
て
の
み

(
1
6
)
 

存
在
し
た
に
す
ぎ
な
い
ー
ー
，
を
提
示
す
る
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
」
と
す
る
主
張
で
あ
る
。

で
あ
る
が
、
こ
の
提
唱
は
、

政
に
対
す
る
調
査
を
行
な
い
う
る
調
査
権
は
、

「
行
政
統
制
」
、
「
公
開
性
」
、
「
少
数
者
の
権
利
」
と
い
う
三
つ
の
原
則
に
基
礎
を
お
く
も
の

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
三
四
条
に
採
り
入
れ
ら
れ
、
議
院
内
閣
制
の
下
で
議
会
が
有
効
に
行
政
府
に
対
す
る
統

制
を
行
な
い
う
る
―
つ
の
特
徴
あ
る
規
定
と
な
っ
た
。
彼
は
、
議
会
主
義
を
決
し
て
そ
れ
自
体
が
目
的
で
も
な
け
れ
ば
、
本
質
的
に
追
求

す
べ
き
価
値
を
も
っ
た
理
念
で
も
な
く
、
む
し
ろ
官
僚
制
を
効
果
的
に
抑
制
す
る
一
っ
の
可
能
性
で
あ
る
と
同
時
に
、
真
の
指
導
者
選
出

(
―
二
五
）



し
て
ラ
イ
ヒ
議
会
は
、
二

0
歳
以
上
の
男
女
か
ら
普
通
・
平
等
・
直
接
・
秘
密
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
議
員
に
よ
っ
て
描
成
さ
れ
る
合

議
制
機
関
（
第
ニ
―
一
条
、
第
二

0
条
）
と
し
て
、
国
民
の
代
表
機
関
た
る
地
位
を
有
し
て
い
た
。
ラ
イ
ヒ
議
会
は
立
法
権
（
第
六
八
条
、

第
六
九
条
）
、
大
統
領
罷
免
提
議
権
（
第
四
三
条
二
項
）
等
の
重
要
な
権
限
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、

て
『
真
正
の
国
政
調
査
権
』
が
議
会
に
与
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
は
、

「
国
家
権
力
は
国
民
か
ら
発
す
る
」

二
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
に
お
け
る
議
会
調
査
権

の
手
段
と
考
え
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

K
・
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
も
の
べ
る
よ
う
に
、

で
、
第
一
次
大
戦
中
と
そ
の
直
後
の
ド
イ
ツ
の
現
在
と
将
来
に
関
す
る
貢
献
、
す
な
わ
ち
国
家
と
憲
法
に
つ
い
て
の
考
察
、
彼
独
自
の
国

家
理
論
を
含
ん
だ
諸
論
文
は
あ
ま
り
評
価
を
受
け
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
少
数
者
調
査
権
が
論
じ
ら
れ
る
場
合
で
も
、
彼
の
議
会
主

義
と
の
関
係
に
お
い
て
論
じ
る
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。
本
稿
で
は
、
第
三
章
で
こ
の
問
題
に
何
ら
か
の
問
題
提
起
を
行
な
っ
て
み
た
い
。

帝
政
を
廃
止
し
、
共
和
制
を
採
用
し
た
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
は
、
そ
の
第
三
四
条
で
ラ
イ
ヒ
議
会
に
調
査
委
員
会
を
設
骰
す
る
権
利
を
認

め
た
。
こ
の
条
項
は
、
少
数
者
権
を
認
め
て
い
る
こ
と
、
調
査
方
法
に
お
け
る
刑
事
訴
訟
法
の
準
用
等
の
特
色
を
持
っ
て
い
る
。

ー
ル
憲
法
の
議
会
制
に
つ
い
て
は
、

も
あ
る
が
、
前
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
必
ず
し
も
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
憲
法
構
想
が
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
条
項
に
直
接
に
定
着
し
た
と
み
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
憲
法
の
草
案
起
草
者
H
・
プ
ロ
イ
ス
た
ち
の
念
頭
に
行
政
と
立
法
の
調
和
し
な
い
二
元
主
義
的
な
帝
国
崩
壊
の

(18) 

記
憶
が
生
々
し
く
残
っ
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
だ
ろ
う
。

関
法

第
三
二
巻
第
一
号

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
に
お
い
て
は
じ
め

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
学
問
的
業
績
の
中

ウ
ェ
ー
バ
ー
構
想
の
規
範
的
定
着
と
し
て
の
ワ
イ
マ
ー
ル
型
談
会
制
民
主
々
義
で
あ
る
と
す
る
見
方

（
第
一
条
）
と
規
定
し
、
国
民
主
権
主
義
を
採
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
そ

―
二
六

(
―
二
六
）

ワ
イ
マ



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
け

第
三
四
条
の
法
的
性
格

第
三
四
条
は
、
調
査
委
員
会
の
設
置
と
調
査
の
手
続
を
定
め
て
い
る
。

―
二
七

し
た
が
っ
て
ま
ず
第
一
に
、
こ
の
条
項
が
た
ん
な
る
手
続
規
定

(19) 

な
の
か
、
あ
る
い
は
実
体
的
な
権
限
規
範

(
m
a
t
e
r
i
e
l
l
e
Z
u
s
t
i
i
n
d
i
g
k
e
i
t
s
n
o
r
m
)

で
も
あ
る
の
か
、
問
題
と
な
っ
た
。
た
し
か
に
憲
法

制
定
過
程
に
お
い
て
立
法
上
の
関
心
が
主
と
し
て
議
会
調
査
の
手
続
規
制
に
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
が
、

て
し
ま
う
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

た
ん
な
る
手
続
規
定
と
解
し

こ
れ
と
関
連
し
て
第
二
に
、
調
査
の
対
象
は
、
憲
法
上
の
他
の
諸
規
定
に
よ
る
連
邦
議
会
の
権
限
事
項
に
限
定
さ
れ
る
の
か
、
あ
る
い

は
、
第
三
四
条
を
議
会
に
一
般
的
統
制
権
限
を
与
え
る
独
立
の
実
体
的
権
限
規
定
と
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
規
定
に
よ
り
示
め
さ
れ

(20) 

る
限
界
を
こ
え
る
事
項
に
及
ぶ
の
か
論
議
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
論
議
は
、
日
本
に
お
け
る
「
補
助
的
権
能
説
」
と
「
独
立
権

能
説
」
と
の
対
立
に
似
て
い
る
が
、
第
三
四
条
が
調
査
の
対
象
を
明
示
せ
ず
、
そ
の
規
定
の
仕
方
も
手
続
に
重
点
を
お
い
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
、

ド
イ
ツ
で
は
こ
の
「
補
助
的
権
能
説
」
が
出
て
来
ざ
る
を
え
な
い
側
面
が
あ
る
こ
と
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
独
立
権
能
説
」
は
、
第
三
四
条
の
み
を
問
題
と
し
、

本
国
憲
法
第
四
一
条
）
を
引
用
し
な
い
。

説
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
を
根
拠
づ
け
る
他
の
憲
法
上
の
規
定
（
日
本
で
い
え
ば
日

し
た
が
っ
て
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
独
立
権
能
説
」
は
言
葉
の
正
確
な
意
味
に
お
け
る
独
立
権
能

レ
ワ
ル
ト
の
こ
の
考
え
は
、
第
三
四
条
を
も
ラ
イ
ヒ
議
会
の
―
つ
の
権
限
規
定
と
解
し
、
こ
の
権
限
を
も
含
め
て
ラ
イ
ヒ

(21) 

議
会
の
憲
法
上
の
地
位
を
と
ら
え
る
も
の
で
あ
る
。
斉
藤
教
授
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
こ
の
「
独
立
権
能
説
」
は
レ
ワ
ル
ト
の

「
一
人
説
」
か
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
基
本
法
第
四
四
条
の
最
近
の
解
釈
の
中
に
は
、
こ
の
影
薯
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
も
の
も
み
ら
れ
、

(22) 

こ
の
時
代
に
す
で
に
重
要
な
問
題
提
起
を
行
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う

第
一
―
一
に
、
委
員
会
の
行
な
う
調
査
は
た
ん
な
る
事
実
の
究
明
・
確
認
・
情
報
の
収
集
の
み
に
と
ど
ま
る
べ
き
な
の
か
、

(-） 

(
―
二
七
）

ま
た
、

そ
れ
と
も
報
告



第
三
二
巻
第
一
号

等
に
何
ら
か
の
評
価
・
判
断
を
も
り
こ
む
こ
と
ま
で
も
行
な
い
う
る
の
か
、

調
査
の
目
的
・
対
象

―
二
八

(
2
3
)
 

と
い
う
問
題
が
生
じ
た
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
下
初
の
調
査
委

員
会
は
ド
イ
ツ
帝
国
諸
官
庁
の
戦
争
責
任
・
戦
債
問
題
等
の
調
査
の
た
め
一
九
一
九
年
八
月
二

0
日
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
事
実
の

(24) 

収
集
し
か
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
立
場
か
ら
は
、
こ
の
調
査
委
員
会
を
違
憲
と
す
る
見
解
も
存
在
し
た
。
判
断
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、

(25) 

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
判
断
が
他
の
国
家
機
関
を
拘
束
す
る
と
い
う
こ
と
ま
で
意
味
す
る
と
は
解
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
評
価
・
判
断
に
も
と

づ
い
て
ラ
イ
ヒ
議
会
が
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
権
限
を
行
使
す
る
か
は
、
第
三
四
条
の
問
題
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
は
、
調
査
委
員
会
の
目
的
は
、
第
一
に
、
行
政
の
効
果
的
批
判
に
必
要
な
情
報
を
手
に
入
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
第

(26) 

1

一
に
、
法
案
等
の
準
備
に
必
要
な
資
料
を
収
集
す
る
こ
と
で
あ
る
と
の
べ
て
い
る
。

一
般
に
、
い
選
挙
調
査
、
③
立
法
調
査
、
⑥
行
政
調
査
（
政
治
調
査
）
に
わ
け
ら
れ
る
。

立
法
調
査
は
、
議
会
に
立
法
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
調
査
が
立
法
権
の
「
補
助
的
作

用
」
で
あ
る
こ
と
は
免
れ
な
い
。
立
法
の
た
ん
な
る
準
備
等
の
み
調
査
委
員
会
が
行
な
う
べ
き
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
調
査
委
員
会
を
議
会

（町）

制
度
の
重
要
で
不
可
欠
の
機
関
で
あ
る
と
と
ら
え
る
必
要
性
は
で
て
こ
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
政
治
・
行
政
調
査
は
、
行
政
府
に
対
す
る
統
制
と
し
て
、
議
会
の
行
政
統
制
監
督
権
の
補
充
的
作
用
と
も
い
わ
れ
る

が
第
三
四
条
そ
れ
自
体
の
規
定
か
ら
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
調
査
は
、

(28) 

的
要
素
と
み
な
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
」
。
行
政
に
対
す
る
調
査
が
広
い
範
囲
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、

か
ら
当
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
た
が
、

(29) 

そ
れ
は
多
分
に
存
す
る
」
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
指
摘
は
き
わ
め
て
正
当
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
調
査
権
の
法
的
性
格
自
体
の
問
題
か
、

調
査
の
対
象
は
、

3
 

関
法

「
行
政
府
に
対
す
る
立
法
的
統
制
の
本
質

議
会
調
査
権
の
「
本
質
」
的
性
格

「
委
員
会
の
行
使
す
る
調
査
権
が
『
行
動
の
権
利
』
と
し
て
政
府
に
代
わ
り
行
政
を
支
配
す
る
お

(
―
二
八
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
け

そ
の
行
使
に
あ
た
っ
て
の
「
自
制
」
、
あ
る
い
は
適
用
の
問
題
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

九
六
条
は
、
文
書
・
記
録
の
提
出
に
つ
い
て
、
要
求
さ
れ
た
官
庁
は
、

明
し
た
と
き
は
要
求
で
き
な
い
旨
定
め
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
も
、

ド
イ
ツ
の
強
力
な
官
僚
制
の
伝
統
が
、

―
二
九

行
政
に
対
す
る
調
査
を
有
効
に
行
な
う
た
め
に
は
、
公
務
員
の
証
言
を
得
、
官
庁
か
ら
文
書
・
記
録
の
提
出
を
行
な
わ
し
め
る
こ
と
が

(30) 

不
可
欠
の
前
提
と
な
る
。
刑
事
訴
訟
法
第
五
四
条
は
、
職
務
上
の
秘
密
に
つ
い
て
は
匝
属
長
官
の
授
権
が
な
け
れ
ば
証
言
で
き
な
い
、
と

(31) 

規
定
し
て
い
た
の
で
、
行
政
権
の
裁
量
に
よ
り
、
調
査
上
貴
重
な
証
言
を
得
ら
れ
な
い
可
能
性
が
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
刑
事
訴
訟
法
第

そ
の
長
が
文
書
の
内
容
公
表
は
国
家
の
安
寧
に
有
害
で
あ
る
と
声

し
た
が
っ
て
こ
の
第
九
六
条
が
調
査
委
員
会
の
記
録
提
出
要
求
に
も
適
用
に
な
る
の
か

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
下
に
も
生
き
て
調
査
権
の
発
展
を
阻
害
し
て
い
た

こ
と
が
読
み
と
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
少
数
者
調
査
権
の
新
設
と
い
う
注
目
す
べ
き
規
定
を
含
み
な
が
ら
も
、
ラ
イ
ヒ
議
会
の
調
査
権
は
、

(32) 

ワ
イ
マ
ー
ル
民
主
々
義
の
重
要
な
特
徴
と
し
て
は
発
展
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(

1

)

こ
の
憲
法
の
全
文
に
つ
い
て
は
、

vgl.
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H・

統
一
前
の
ド
イ
ツ
で
は
、
す
で
に
一
八
一
六
年
の
ザ
ク
セ
ン
・
ワ
イ
マ
ー
ル
・
ア
イ
ゼ
ナ
ッ
ハ
憲
法
第
九
一
条
に
調
査
委
員
会
に
関
す
る
規

定
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
調
査
権
は
明
ら
か
に
等
族
的
原
理

(stiindisches
P
r
i
n
z
i
p
)

に
支
配
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
原
典
に
あ
た

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
芦
部
信
喜
『
憲
法
と
議
会
政
』
ー
ニ
頁
。
青
山
武
憲
「
国
政
調
査
権
の
研
究
①
」
政
経
研
究
（
日
本
大
学
）
一
五
巻

一
号
―
ニ
―
頁
、
一
三
一
頁
参
照
。

(

2

)

芦
部
・
前
掲
書
一
六
頁
、
一
五
二
頁
。
芦
部
教
授
が
、
日
本
国
憲
法
第
六
二
条
の
調
査
権
を
こ
の
「
事
実
の
調
査
権
」
と
解
し
て
い
る
こ
と
に

対
す
る
批
判
と
し
て
、
渡
辺
良
二
「
国
政
調
査
権
に
関
す
る
一
試
論
⇔
」
彦
根
論
叢
（
滋
賀
大
学
）
一
七
一
号
三
九
頁
、
四
一
ー
四
三
頁
参
照
。

ま
た
、
調
査

(
E
n
q
u
e
t
e
,
U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
,
 E
r
m
i
t
t
l
u
n
g
)

の
語
義
に
つ
い
て
は
、
v
g
l
•
H
.
J. 
R
i
n
k
,
 V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
r
e
c
h
t
l
i
c
h
e
 
G
r
e
n
z
e
n
 

d
e
r
 B
e
e
i
d
i
g
u
n
g
s
b
e
f
u
g
n
i
s
 p
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
c
h
e
r
 U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
s
a
u
s
s
c
h
i
i
s
s
e
,
 D
V
B
!
 1
9
6
4
,
 
S
.
 7
0
6
 f
;
 

W. L
e
w
a
l
d
,
 E
n
q
u
e
t
e
r
e
c
h
t
 

が
争
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

(
―
二
九
[
)
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10 
（
一
三

0
)

u
n
d
 Aufsichtsrecht, 
A
o
R
4
4
 (1923), 
S. 
269ff. 

(

3

)

こ
の
規
定
は
、
一
八
四
八
年
―
二
月
五

H
憲
法
第
八
一
条
と
同
文
で
あ
る
。

V
g
l
.
E. R•Huber, 

a. 
a. 
0., 
S. 
490, 
510. 

(
4
)
V
g
l
,
 E. R•Huber, 

a. 
a. 
0., 
S. 
4
9
6
 ff. 

(
5
)
F
.
 M
.
 M
a
r
x
`
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
s
 of I
n
q
u
i
r
y
 in G
e
r
m
a
n
y
,
 3
0
 A
m
.
 Pol. 
S
c
i
 

•• 

R
e
v
.
 
1936, p
p
.
 
1
1
3
4
1
．
ま
た
、
「
議
会
は
、
統
制

作
用
は
い
う
に
お
よ
ば
ず
、
法
案
準
備
の
調
査
活
動
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
で
あ
っ
た
」
（
高
見
勝
利
「
英
•
仏
・
独
の
国
政
調
査
の
実
情
」
自

由
と
正
義
二
七
巻
一

0
号
一
五
頁
以
下
）
。

(

6

)

和
田
英
夫
「
議
院
の
国
政
調
査
権
」
（
『
日
本
国
憲
法
体
系
』
第
四
巻
所
収
）
三
一
頁
、
三
六
頁
。

(
7
)
F
.
 M
.
 M
a
r
x
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 5, 
at 
1136. 

(
8
)
I
d
.
,
 at 
1140.
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
委
員
会
は
、
議
員
外
の
利
害
代
表
者
、
専
門
家
等
を
加
え
た

K
o
m
m
i
s
s
i
o
n
で
あ
る
。

(
9
)
M
a
x
 W
e
b
e
r
,
 P
a
r
l
a
m
e
n
t
 u
n
d
 R
e
g
i
e
r
u
n
g
 i
m
 n
e
u
g
e
o
r
d
n
e
t
e
n
 D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
,
 
1
9
1
8
`
i
n
"
G
e
s
a
m
r
r
i
e
l
t
e
 Politische Schriften 

1958, 
s. 
294, 
3
2
7
 

• 

.
l
l
j
:
;

訳
と
し
て
、
中
村
・
高
田
訳
『
ウ
ェ
ー
バ
ー
』
（
世
界
の
大
思
想
3
•

河
出
書
房
新
社
）
―
―1
0三
頁
以
下
参
照
。

(
1
0
)

す
な
わ
ち
、
一
八
七
一
年
憲
法
（
ビ
ス
マ
ル
ク
憲
法
）
は
、
帝
国
議
会
よ
り
も
、
君
主
制
的
各
邦
の
代
表
機
関
で
あ
る
連
邦
参
議
院
を
重
視
し
、

主
権
は
連
邦
参
議
院
に
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
山
田
晟
『
ド
イ
ッ
近
代
憲
法
史
』
五
四
頁
。
上
山
安
敏
『
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
そ
の
社

会
』
一
―
二
頁
以
下
参
照
。

(
1
1
)
H
.
 J
.
 
R
i
n
c
k
,
 a. 
a. 
0., 
S. 
7
0
6
 ff. 

(

1

2

)

「
…
…
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
『
調
査
権
』
の
行
使
に
よ
っ
て
事
実
に
関
す
る
知
識
や
技
術
上
の
専
門
的
観
点
に
関
す
る
知
識
を
い
つ
で
も
入

手
し
う
る
手
段
、
こ
れ
が
議
会
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
何
は
さ
て
お
い
て
も
、
こ
の
点
で
の
改
革
が
行
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」

(
M
.
 W
e
b
e
r
,
 a. 
a. 
0., 
S. 
341.) 

(
1
3
)
M
.
 W
e
b
e
r
,
 a. 
a. 
0., 
S. 
339, 
340. 

(
1
4
)
M
.
 W
e
b
e
r
`
a
.
 a. 
0., 
S. 
340. 

(
1
5
)
M
.
 W
e
b
e
r
,
 a. 
a
.
0
.＂
s. 
342.
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
議
会
が
行
政
統
制
の
た
め
の
手
段
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
議
会
が
指
導
者
養
成
の
場
と
な

る
と
考
え
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
上
山
安
敏
「
ワ
イ
マ
ー
ル
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
ヴ
ェ
ー
バ
ー
」
知
の
考
古
学
一
九
七
六
年
八
・
九
合
併
号
三
三
、

三
五
、
四
一
頁
参
照
。
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(
1
6
)
M
.
 W
e
b
e
r
,
 a. 
a. 
0., 
S. 
347. 

(
1
7
)
K
・
レ
ー
ヴ
ェ
ソ
シ
ュ
ク
イ
ン
『
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
現
代
政
治
』
得
永
新
太
郎
訳
四
二
頁
以
下
参
照
。

(

1

8

)

鳥
居
喜
代
和
「
フ
ー
ゴ
ー
・
プ
ロ
イ
ス
の
憲
法
構
想
ー
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
制
定
期
に
お
け
る
法
思
想
の
一
側
面
ー
」
立
命
館
法
学
一
四
九
号
八

四
頁
。
V
g
l
•
H
.
O
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r
,
 T
h
e
 Constitution o
f
 t
h
e
 G
e
r
m
a
n
 R
e
p
u
b
l
i
c
,
 1923, p. 
62; E. 
R. H
u
b
e
r
,
 D
e
u
t
s
c
h
e
 V
e
r
f
a
s
s
u
n
 

器
g
e
s
c
h
i
c
h
t
e
s
e
h
 1789, Bd•V. 

1978, 
S. 
1
1
7
8
 
ff; 
H
.
 
PreuJ3, 
D
e
n
k
s
c
h
r
i
f
t
 
z
u
m
 E
n
t
w
u
r
f
 
d
e
s
 
A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
n
 Teils 
d
e
r
 

R
e
i
c
h
s
v
e
r
f
a
s
s
u
n
g
 v
o
n
 3. 
J
a
n
u
a
r
 1919, 
1919, 
i
n
"
S
t
a
a
t
,
 R
e
c
h
t
 u
n
d
 Freiheit, 
1926, 
S.,368 ff. 

(
1
9
)
G
.
 A
n
s
c
h
u
t
z
,
 D
i
e
 V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
 d
e
s
 
D
e
u
t
s
c
h
e
n
 R
e
i
c
h
e
s
 v
o
m
 11. 
A
u
g
u
s
t
 1919, 
1
4
 Aufl., 
1933, 
S. 
2
1
8
 
f; W
.
 L
e
w
a
l
d
,
 

a. 
a. 
0., 
S. 
2
8
4
 ff, 
290. 

(
2
0
)
W
.
 L
e
w
a
l
d
,
 a. 
a. 
0., 
S. 
2
8
5
 ff. 

(
2
1
)
W
.
 L
e
w
a
i
d
,
 a. 
a. 
0., 
S. 
290, 
293.
彼
は
第
三
四
条
を
、

G
e
n
e
r
a
l
k
o
m
p
e
t
e
n
z
k
l
a
u
s
e
l
と
解
す
る
の
で
あ
る

(s.
3
0
1
)
。

(

2

2

)

斉
藤
秀
夫
『
国
会
と
司
法
権
の
独
立
』
四

0
頁。

V
g
l
.
 
C. 
Liissig, 
B
e
s
c
h
r
i
i
n
k
u
n
g
e
n
 
d
e
s
 
B
e
w
e
i
s
e
r
h
e
b
u
n
g
s
r
e
c
h
t
s
 
p
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
c
h
e
r
 
U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
s
a
u
s
s
c
h
i
i
s
s
e
・
1
i
n
,
 

s
b
e
s
o
n
d
e
r
e
 a
u
f
g
r
u
n
d
 d
e
s
 Bundesstaatsprinzips, D
o
V
 1976, 
S. 
727, 
733. 

(
2
3
)
G
.
 A
n
s
c
h
u
t
z
,
 a. 
a. 
0., 
S. 
2
2
0
;
 W
.
 L
e
w
a
l
d
,
 a. 
a. 
0., 
S. 
310. 

(

2

4

)

芦
部
・
前
掲
書
五
六
頁
参
照
。

(
2
5
)斉
藤
•
前
掲
書
四
ニ
ー
四
一
＿
＿
頁
。

(
2
6
)
H
.
 O
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 
18, 
at 
61-62. 

(
2
7
)
L
.
 W
i
t
t
m
a
y
e
r
,
 D
i
e
 W
e
i
m
a
r
e
r
 R
e
i
c
h
s
v
e
r
f
a
s
s
u
n
g
,
 
1
9
2
2
 
(1974), 
S. 
321. 

(
2
8
)
F
.
 
M
.
 M
a
r
x
,
 
s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 
5, 
at 1
1
3
4
.プ
ロ
イ
ス
憲
法
改
正
草
案
(
-
九
一
七
年
）
第
二
七
条
の
a

に
つ
い
て
は
、
鳥
居
•
前
掲
―
―

六

I
-
―
七
頁
参
照
。
行
政
に
対
す
る
「
責
任
の
原
理
と
責
任
追
求
シ
ス
テ
ム
を
媒
介
に
し
つ
つ
国
家
と
国
民
の
一
致
を
担
保
す
る
も
の
と
し
て

議
会
主
義
体
制
を
把
握
す
る
プ
ロ
イ
ス
に
と
っ
て
は
、
責
任
追
求
シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
条
件
は
こ
の
調
査
権
で
あ
っ

た
。
」
（
同
．
―
-
七
頁
）
。

(

2

9

)

芦
部
・
前
掲
書
四
三
頁
。
芦
部
教
授
は
、
ド
イ
ツ
国
事
裁
判
所
の
判
決
（
一
九
二
二
年
一
月
―
二
日
）
も
、
行
政
に
対
す
る
一
般
的
調
査
を
認

三
（
一
三
一
）



め
な
か
っ
た
と
の
べ
て
お
ら
れ
る
。
同
•
四
七
頁
参
照
。

(
3
0
)
H
.
 P. 
S
c
h
n
e
i
d
e
r
,
0
p
p
o
s
i
t
i
o
n
 u
n
d
 I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
nー

D
e
r
A
k
t
e
n
v
o
r
l
a
g
e
a
n
s
p
r
u
c
h
 als 
p
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
c
h
e
s
 M
i
n
d
e
r
h
e
i
t
s
r
e
c
h
t
 

ー

ー

A
o
R
9
9
(1974), 
S. 
628, 
6
3
7
 ff. 

(
3
1
)

芦
部
・
前
掲
書
五
一
頁
、
五
三
頁
。
こ
の
刑
訴
第
五
四
条
、
第
九
六
条
と
、
調
査
手
続
と
の
関
係
は
、
現
在
も
な
お
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。

Vgl•H. 

E
h
m
k
e
,
 P
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
c
h
e
 U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
s
a
u
s
s
c
h
i
i
s
s
e
 u
n
d
 Verfassungsschutziimter, 
D
o
V
 1956, 
S. 
417, 
4
1
8
 ff. 

(
3
2
)
F
.
 M
.
 M
a
r
x
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 5, 
at 
1141.
し
か
し
な
が
ら
ワ
イ
マ
ー
ル
以
前
の
議
会
、
あ
る
い
は
議
会
委
員
会
の
活
動
と
比
較
す
れ
ば
、
大

き
な
発
展
を
と
げ
て
き
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
フ
ロ
ス
ト
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
、
「
ラ
イ
ヒ
議
会
な
ら
び
に
ラ
ン
ト
議
会
は
た
び

た
び
議
会
調
査
委
員
会
を
設
置
し
た
。
…
…
す
な
わ
ち
、
議
会
と
大
衆
と
の
間
の
結
び
つ
き
を
つ
く
り
だ
す
た
め
に
、
つ
り
あ
い
の
と
れ
た
そ
の

統
制
権
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
」(
H
•
F
r
o
s
t
,

D
i
e
 Parlamentausschiisse, 
ihre 
Rechtsgestalt u
n
d
 ihre F
u
n
k
t
i
o
n
e
n
,
 dargestellt 

a
n
 d
e
n
 A
u
s
s
c
h
i
i
s
s
e
n
 
d
e
s
 
D
e
u
t
s
c
h
e
n
 
B
u
n
d
e
s
t
a
g
e
s
,
 
A
o
R
 9
5
 
(1970), 
S. 
38, 
47.)

し
か
し
ワ
イ
マ
ー
ル
審
＃
K
は
澤
g

在
的
と
は
い
え

大
統
領
に
強
大
な
地
位
と
権
限
を
与
え
て
お
り
、
議
会
主
義
の
徹
底
し
た
発
展
を
さ
ま
た
げ
て
い
た
。
こ
の
大
統
領
制
が
、
民
主
的
共
和
国
の
統

治
機
構
の
最
大
の
欠
陥
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
阿
部
照
哉
「
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
下
の
統
治
機
構
1

議
会
主
義
を
中
心
と
し
て
—
|
」
法

学
論
叢
七

0
巻
六
号
三

0
頁
、
四

O
I四
一
頁
参
照
。

そ
の
他
の
重
要
な
問
題
と
し
て
、
調
査
委
員
会
と
司
法
権
の
独
立
と
の
関
係
の
問
題
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
ふ
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
斉
藤
•
前
掲
書
六
0
頁
以
下
参
照
。

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法

(
G
r
u
n
d
g
e
s
e
t
z
fiir 
d
i
e
 B
u
n
d
e
s
r
e
p
u
b
l
i
k
,
 23. 
5. 
1
9
4
9
)

は、

の
成
立
を
防
ぎ
え
な
か
っ
た
こ
と
に
か
ん
が
み
、
そ
の
成
立
を
防
止
す
る
手
段
と
し
て
、
議
会
中
心
主
義
を
徹
底
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
連
邦
議
会
の
権
限
は
非
常
に
強
い
も
の
で
あ
る
。
各
邦
政
府
の
代
表
で
あ
る
連
邦
参
議
院
が
、
連
邦
議
会
の
議
決
し
た
法
律
案
に
同

一
、
基
本
法
に
お
け
る
連
邦
議
会
な
ら
び
に
連
邦
議
会
委
員
会
の
地
位

関
法

第
三
二
巻
第
一
号

ド
イ
ツ
基
本
法
に
お
け
る
議
会
調
査
権

三

(-―――――) 

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
が
独
裁
的
権
力
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意
を
与
え
、

ま
た
は
異
議
を
提
出
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
の
に
対
し
、
連
邦
議
会
は
、
法
律
・
予
算
の
制
定
、
大
統
領
選
出
へ
の
関
与
（
ワ

イ
マ
ー
ル
憲
法
下
で
は
、
国
民
投
票
に
よ
っ
て
大
統
領
が
選
ば
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
連
邦
大
統
領
は
、
連
邦
議
会
議
員
と
こ
れ
と
同
数

の
邦
議
会
か
ら
選
ば
れ
た
議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
連
邦
会
議

(
B
u
n
d
e
s
v
e
r
s
a
m
m
l
u
n
g
)
に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ
る
）
、
連
邦
大
統
領

督
に
も
服
さ
な
い
し
、

訴
追
権
、
連
邦
首
相
の
選
挙
と
不
信
任
決
議
権
、
調
査
権
等
を
有
し
て
い
る
。
連
邦
議
会
は
、
連
邦
国
民
の
代
表
で
あ
り
、
連
邦
国
民
自

身
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
自
立
的
な
最
高
国
家
機
関
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
活
動
を
自
ら
規
律
し
、
他
の
機
関
か
ら
の
い
か
な
る
監

(
1
)
 

ど
の
よ
う
な
指
令

(
W
e
i
s
u
n
g
)
に
も
拘
束
さ
れ
な
い
機
関
で
あ
る
。

基
本
法
は
、
他
の
い
く
つ
か
の
邦
憲
法
と
は
異
な
っ
て
基
本
法
自
体
の
中
に
、
連
邦
議
会
委
員
会
の
地
位
、
任
務
、
形
式
等
に
つ
い
て

(
2
)
 

の
一
般
的
規
定
を
持
た
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
基
本
法
の
起
草
者
が
近
代
議
会
の
活
動
に
、
議
会
委
員
会
の
設
置
と
活
動
を
不
可
欠
の

も
の
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
い
く
つ
か
の
基
本
法
の
条
文
か
ら
明
ら
か
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
基
本
法
第
四
二
条
三
項
（
公
開
の
会
議
に

関
す
る
報
告
自
由
）
、
第
四
三
条
（
政
府
職
員
へ
の
出
席
要
求
）
、
第
四
六
条
（
表
決
•
発
言
免
責
）
の
権
利
は
委
員
会
に
も
与
え
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
特
に
重
要
と
み
な
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
委
員
会
に
つ
い
て
、
基
本
法
は
明
文
の
規
定
を
設
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、

基
本
法
は
第
四

0
条
で
、
連
邦
議
会
に
議
院
規
則
制
定
権
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
議
院
規
則
に
、
議
会
委
員
会
の
形
成
と
活
動
の
規
律
を

(
3
)
 

委
ね
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
基
本
法
が
議
会
委
員
会
の
形
式
上
の
出
発
点
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

フ
ロ
ス
ト
は
、
連
邦
議
会
の
委
員
会
を
そ
の
主
要
な
作
用
に
よ
っ
て
次
の
六
つ
の
も
の
に
類
別
し
て
い
る
。

第
一
に
、
固
有
の
立
法
過
程
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
も
の
。
第
二
に
、
議
会
の
国
家
機
構
上
の
地
位
確
保
の
た
め
に
役
立
つ
も
の
。
第

三
に
、
議
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
の
処
理
が
委
ね
ら
れ
る
も
の
。
第
四
に
、
議
会
の
義
務
と
さ
れ
た
統
制
作
用
に
つ
い
て
議
会
の
活
動
を

援
助
す
る
た
め
の
も
の
。
第
五
に
、
他
の
国
家
機
関
と
と
も
に
、
議
会
の
一
身
的
関
連

(
V
e
r
z
a
h
n
u
n
g
)
に
そ
の
行
為
を
向
け
る
も
の
。

｀ (-―――――一）



第
三
二
巻
第
一
号

(
4
)
 

第
六
に
、
議
会
内
部
的
権
限
の
詳
細
な
形
成
、
継
続
的
形
成
の
任
務
を
も
つ
も
の
。

こ
の
よ
う
な
議
会
委
員
会
の
一
っ
と
し
て
基
本
法
第
四
四
条
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
調
査
委
員
会
が
存
在
す
る
。
調
査
委
員
会
の
設
置

に
は
、
単
純
多
数
決
（
基
本
法
第
四
二
条
二
項
一
段
）
に
よ
る
設
置
ー
M
e
h
r
h
e
i
t
s
e
n
q
u
e
t
e

四
分
の
一
以
上
）
に
よ
る
設
置
ー
M
i
n
d
e
r
h
e
i
t
s
e
n
q
u
e
t
e

の
二
通
り
あ
る
こ
と
は
、

と
、
少
数
者
の
動
議
（
法
定
議
員
数
の

(
5
)
 

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
と
同
様
で
あ
る
。

1

一
、
調
査
委
員
会
の
法
的
地
位
及
び
手
続
に
関
す
る
原
則
的
問
題
解
決
の
た
め
の
動
き

一
三
四

（―-―-四）

基
本
法
第
四
四
条
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
の
法
律
、
す
な
わ
ち
調
査
委
員
会
の
設
置
及
び
手
続
に
関
す
る
法
律
は
今
な
お
制
定
さ
れ

て
い
な
い
。
議
院
規
則
の
中
に
調
査
委
員
会
に
関
す
る
特
別
規
定
を
設
け
て
い
る
の
み
で
あ
る
（
議
院
規
則
第
六
三
条
、
第
七
三
条
、
第

(
6
)
 

七
四
条
の

a
、
第
一

0
四
条
等
）
。
こ
の
議
院
規
則
は
、
基
本
法
第
四

0
条
一
項
等
に
も
と
づ
く
連
邦
議
会
の
自
律
権
に
根
拠
を
有
す
る
も

(
7
)
 

の
と
解
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
調
査
権
の
あ
り
方
の
問
題
に
関
連
し
て
生
ず
る
よ
り
本
質
的
、
根
本
的
な
疑
義
の
立
法
的
解
決
と
は
な
っ

(
8
)
 

て
い
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
基
本
法
第
四

0
条
一
項
の
議
院
規
則
に
も
と
づ
く
連
邦
議
会
の
行
動
は
、

(
9
)
 

所
の
審
査
に
服
さ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
問
題
は
一
層
重
要
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
為
に
、
こ
れ
ま
で
に
機
会
あ
る
ご
と
に
解
決
の
た
め
の
努
力
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。

五
九
年
各
邦
議
会
議
長
会
議
は
、
調
査
の
手
続
に
関
す
る
共
通
の
準
則
を
作
成
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

(10) 

の
調
査
委
員
会
の
手
続
に
関
す
る
各
邦
議
会
議
長
会
議
の
勧
告
」
を
行
な
っ
た
。
こ
の
会
議
と
そ
こ
で
行
な
わ
れ
た
勧
告
は
、
も
ち
ろ
ん

直
接
的
に
は
各
邦
憲
法
及
び
各
邦
議
会
議
院
規
則
の
解
釈
を
確
定
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
基
本
法
第
四
四
条
と
連
邦
議
会

議
院
規
則
の
解
釈
問
題
に
も
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
勧
告
は
、
調
査
委
員
会
に
妥
当
す
る
手
続
の
包

関
法

一
九
六
一
年
五
月
四
日
、

「
議
会
一
九

一
般
的
に
は
裁
判



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察

H

連
邦
議
会
は
、

こ
、
の
中
で
は
、
調
査
委
員
会
の
任
務
は
、

(11) 

括
的
な
法
典
化
に
つ
い
て
何
ら
ふ
れ
ず
、
本
質
的
に
は
現
行
法
の
現
状
肯
定
の
姿
勢
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、

査
委
員
会
の
作
用
は
、
行
政
府
の
監
視
・
統
制
に
お
い
て
ば
か
り
で
な
く
、
立
法
分
野
に
お
け
る
独
立
で
客
観
的
な
事
実
作
用
、
な
ら
び

(12) 

に
資
料
入
手
に
あ
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

カ
ー
ル
ス
ル
ー
ニ
に
お
い
て
一
九
六
四
年
開
か
れ
た
第
四
五
回
ド
イ
ツ
法
律
家
会
議
の
テ
ー
ゼ
は
、

こ
の
テ
ー
ゼ
は
、

議
院
規
則
の
み
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
、

(13) 

こ。キー提
出
さ
れ
た
。

と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
際
、
議
長
会
議
は
調

議
会
調
査
権
、

少
数
者
調
査
権

の
維
持
、
強
化
を
う
た
い
、
少
数
者
調
査
権
に
は
議
会
刊
行
物
と
し
て
の
報
告
書
提
出
ま
で
含
ま
れ
る
と
の
べ
て
い
た
。
結
論
と
し
て
、

一
九
六
一
年
の
各
邦
議
会
議
長
会
議
の
勧
告
を
議
会
法
改
革
の
た
め
の
価
値
あ
る
提
案
と
し
て
歓
迎
す
る
が
、
改
革
は

と
の
べ
、
基
本
法
の
改
正
を
も
含
め
た
改
革
作
業
に
着
手
す
べ
き
で
あ
る
と
し

一
九
六
九
年
六
月
一
八
日
、
議
院
規
則
第
七
四
条
の

a
に
予
備
調
査
会

(
E
n
q
u
e
t
e
,
K
o
m
m
i
s
s
i
o
n
)
に
関
す
る
規
定
を

設
け
た
。
こ
の
予
備
調
査
会
は
、
学
識
経
験
者
を
も
加
え
た
機
関
で
あ
り
、
広
範
か
つ
重
要
な
一
連
の
事
項
に
関
す
る
決
定
の
準
備
の
た

(14) 

め
に
作
業
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
Q

そ
し
て
、

一
九
七

0
年
一
月
八
日
、
連
邦
議
会
は
憲
法
改
革
問
題
予
備
調
査
会

(
E
n
q
u
e
t
e
,

K
o
m
m
i
s
s
o
n
 fur 
Fi:-agen 
d
e
r
 V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
r
e
f
o
r
m
)
 
の
設
置
を
決
議
し
、
そ
の
調
査
の
中
間
報
告
は
一
九
七
二
年
九
月
1

1

―
日
に

調
査
委
員
会
に
つ
い
て
、
邦
に
関
し
て
で
は
あ
る
が
、
一
九
七
二
年
の
ド
イ
ッ
邦
議
会
議
長
会
議
の
モ
デ
ル
草
案

(Mustergesetzent,

w
u
r
f
 d
e
r
 
Priisidenten 
d
e
r
 
d
e
u
t
s
c
h
e
n
 
L
i
i
n
d
e
r
p
a
r
l
a
m
e
n
t
e
)

が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
公
益
に
奉
仕
す
る
こ
と
の
で
き
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
し
、

か
つ
邦
議
会
に
報
告
す
る
こ
と
で
あ
る
、

(
1
5
)
 

ま
た
少
数
者
の
調
査
委
員
会
設
置
動
議
は
、
必
要
数
の
署
名
に
よ
り
提
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
．

一
三
五

（
一
三
五
）



日i

第
三
二
巻
第
一
号

一
九
七
三
年
三
月
二
二
日
、
憲
法
改
革
予
備
調
査
会

(
E
n
q
u
e
t
e
,
K
o
m
m
i
s
s
i
o
n
V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
r
e
f
o
r
m
)
 

(16) 

一
九
七
六
年
―
二
月
1

一
日
付
で
最
終
報
告
が
行
な
わ
れ
た
。
最
終
報
告
の
多
数
意
見
は
、
第
四
四
条
の
調
査
委
員
会
の
機
能
を
事
実
究
明

と
い
う
よ
り
も
、
政
治
的
対
決
（
政
治
的
監
督
）
の
局
面
に
お
く
こ
と
に
傾
き
、
そ
こ
か
ら
特
に
少
数
者
の
権
利
保
護
に
重
点
を
置
い
て

(17) 

い
る
。ア
ハ
テ
ル
ペ
ル
ク
に
よ
れ
ば
、
最
終
報
告
書
は
以
下
の
三
つ
の
前
提
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
さ
れ
る
。

議
会
調
査
の
概
念
は

U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
(
「
調
査
」
）
と

E
n
q
u
e
t
e
(
「
調
査
」
）
の
未
分
化
の
理
解
か
ら

U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g

は
不

(
M
i
s
s
t
a
n
d
e
)
 
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
立
法
計
画
の
準
備
（
立
法
調
査
）
は
予
備
調
査
会
の
手
中
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い

う
ま
で
に
発
展
し
た
。

調
査

(
U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
)
は
政
治
的
監
督
の
手
段
で
あ
り
、
司
法
的
審
査
の
手
段
で
は
な
い
。

(18) 

調
査
委
員
会
に
関
し
て
、
手
続
法
が
制
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
最
終
報
告
の
多
数
意
見
に
も
と
づ
い
て
、

キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会
同
盟
会
派
は
基
本
法
改
正
の
た
め
の
法
律
案
及
び
ド
イ
ツ
連

こ
の
よ
う
に
、
基
本
法
制
定
以
来
、
第
四
四
条
に
お
け
る
調
査
権
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
、
調
査
委
員
会
の
特
性
に
適
し
た
全
面
的
改

革
規
定
を
設
け
よ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
み
が
続
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、
基
本
法
第
四
四
条
の
法
的
性
格
と
そ
の
作
用

第
四
四
条
の
法
的
性
格

邦
議
会
調
査
手
続
に
関
す
る
法
律
案
を
提
出
し
た
。

(c) (b) 
正
(a) 

関
法

―――一六

の
設
置
決
議
が
行
な
わ
れ
、

（
一
三
六
）



基
本
法
第
四
四
条
に
お
い
て
調
査
委
員
会
が
行
使
す
る
調
査
権
は
、

あ
ら
ば
強
制
手
段
を
用
い
て
事
実
を
究
明
し
、
原
則
と
し
て
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
事
実
の
評
価
・
判
断
を
行
な
う
権
限
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
調
査
権
は
連
邦
議
会
の
有
す
る
権
限
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
行
使
し
う
る
の
は
、
第
四
四
条
に
よ
り
調
査
委
員
会
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
調
査
委
員
会
は
、
独
立
・
固
有
の
権
限
を
持
た
ず
、
連
邦
議
会
の
補
助
機
関

(
H
i
l
f
s
o
r
g
a
n
)
で
あ
り
、
下
部
機
関

(
U
n
t
e
r
o
,

(22) 

r
g
a
n
)

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
考
え
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
時
代
と
同
様
に
一
般
的
な
見
解
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

こ
の
権
限
を
、

不
正
を
明
る
み
に
出
す
こ
と
で
あ
る
と
と
ら
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
あ
る
意
味
で
第
四
四
条
を
「
実
体
的
権
限
規
定
」
と
解

(23) 

す
る
余
地
が
で
て
く
る
。
た
ん
な
る
設
置
権
と
そ
の
手
続
を
定
め
た
も
の
で
は
な
い
と
す
る
考
え
が
そ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う

に
解
し
た
と
し
て
も
、
調
査
委
員
会
が
連
邦
議
会
の
補
助
機
関
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
連
邦
議
会
の
全
体
と
し

(3) (2) (1) 

ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
け

基
本
法
第
四
四
条
は
、

一
般
に
は
、
連
邦
議
会
の
権
限
に
属
す
る
事
項
に
関
し
、
必
要
と

「
連
邦
議
会
は
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
権
利
を
有
し
、

を
設
置
す
べ
き
義
務
を
負
う
」

か
つ
そ
の
議
員
の
四
分
の
一
の
動
議
が
あ
れ
ば
こ
れ

（
一
項
一
段
）
と
い
う
規
定
を
は
じ
め
と
し
て
四
項
に
わ
た
っ
て
連
邦
議
会
の
調
査
委
員
会
に
つ
い
て
規

定
し
て
い
る
。
こ
の
第
四
四
条
は
、

し
た
が
っ
て
そ
の
調
査
権
の
「
本
質
」
に
つ
い
て
は
、

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
三
四
条
に
い
く
つ
か
の
修
正
を
加
え
て
、
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
(19) 

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
に
お
け
る
の
と
同
様
の
理
解
が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

基
本
法
第
四
四
条
が
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
三
四
条
を
修
正
し
た
点
は
マ
ウ
ン
ツ
に
よ
れ
ば
六
点
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、

(20) 

ク
ラ
イ
ン
は
修
正
点
を
次
の
三
点
に
要
約
し
て
い
る
。

調
査
委
員
会
の
設
置
決
議
に
つ
い
て
は
、
議
員
の
五
分
の
一
か
ら
四
分
の
一
の
動
機
が
必
要
か
つ
十
分
と
な
っ
た
こ
と
。

公
開
停
止
の
議
決
に
は
、
出
席
委
員
の
三
分
の
二
の
多
数
決
が
必
要
で
あ
っ
た
の
が
、
そ
の
単
純
多
数
決
で
足
り
る
と
し
た
こ
と
。

新
し
い
規
定
と
し
．
て
第
四
項
（
調
査
委
員
会
の
調
査
と
裁
判
所
と
の
関
係
）
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
。

一
三
七

（
一
三
七
）

マ
ソ
ゴ
ル
ト
・



K
o
m
m
i
s
s
i
o
n
)
は
「
広
汎
か
つ
重
要
な
、

を
対
象
と
す
る
調
査
（
『
立
法
調
査
』
）
。

(4) 

選
挙
、
投
票
問
題
に
つ
い
て
の
調
査
（
『
選
挙
調
査
』
）
。

(3) (2) (1) 

第
三
二
巻
第
一
号

て
の
権
限
（
第
四
四
条
で
認
め
ら
れ
た
調
査
権
も
含
め
て
）
に
よ
っ
て
、
調
査
権
の
限
界
は
積
極
的
に
も
消
極
的
に
も
明
ら
か
に
な
る
と

(24) 

考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
調
査
委
員
会
が
連
邦
議
会
の
補
助
機
関
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
調
査
権
は
基
本
法
上
連

邦
議
会
に
認
め
ら
れ
た
他
の
諸
権
限
を
行
使
す
る
た
め
の
補
助
的
権
限
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
必
ず
し
も
導
き
だ
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。

調
査
の
種
類
に
は
多
種
多
様
な
も
の
が
あ
り
、
そ
の
目
的
・
対
象
、
性
格
等
に
応
じ
て
分
類
さ
れ
う
る
が
、

(25) 

は
調
査
を
次
の
四
つ
に
大
別
す
る
。

連
邦
議
会
の
立
法
活
動
に
際
し
、
資
料
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
よ
う
な
事
実
、
特
に
経
済
上
あ
る
い
は
社
会
的
性
質
を
有
す
る
事
項

行
政
府
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
一
切
の
事
項
に
つ
い
て
の
調
査
、

関
法

マ
ン
ゴ
ル
ト
・
ク
ラ
イ
ソ

と
り
わ
け
そ
こ
に
存
在
す
る
不
正
の
調
査
（
『
行
政
調
査
』
）
。

セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
刑
事
々
件
あ
る
い
は
政
治
ス
キ
ャ
ソ
ダ
ル
に
つ
い
て
の
調
査
（
『
司
法
調
査
』
、

①
の
調
査
、
す
な
わ
ち
立
法
準
備
の
た
め
の
調
査
に
は
、
議
員
の
み
か
ら
な
る
委
員
会

(
A
u
s
s
c
h
u
B
)
よ
り
も
、
議
員
で
な
い
専
門
家

(26) 

達
も
加
わ
っ
た
委
員
会

(
K
o
m
m
i
s
s
i
o
n
)
の
方
が
適
切
で
あ
り
、
有
能
で
も
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
予
備
調
査
会

(Enquete-

一
連
の
事
項
に
つ
い
て
の
決
定
の
準
備
の
た
め
」
（
連
邦
議
会
議
院
規
則
第
七
四
条
の

a
)
設

置
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
も
積
極
的
な
役
割
を
は
た
し
て
き
た
が
、
憲
法
改
革
予
備
調
査
会
の
最
終
報
告
は
、
基
本
法
の
中
に
第
四
四
条
の

（町）

a
を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
り
憲
法
上
の
根
拠
を
も
た
せ
る
べ
き
だ
と
勧
告
し
て
い
る
。

③
の
調
査
は
、
⑥
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
調
査
と
あ
わ
せ
て
、
行
政
に
対
す
る
統
制
の
た
め
の
調
査
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
実
際
に
も
第

(28) 

四
四
条
の
調
査
委
員
会
設
置
は
こ
の
分
野
で
の
調
査
を
行
な
う
た
め
の
も
の
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
こ
の
調
査
の
性
格
を
考
察
す
る
こ
と
が

一
三
八

『
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
調
査
』
）
。

（
一
三
八
）
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H

調
査
の
限
界

基
本
法
第
四
四
条
は
、

う
と
す
る
立
場
か
ら
は
、

本
稿
の
中
心
で
も
あ
り
、

ま
た
、

「
（
議
会
調
査
権
は
）
最
終
的
に
は
、

議
会
の
行
政
府
に
対
す
る
統
制
作
用
行
使
の
た
め
の
道
具
で
あ

い
わ
ゆ
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
調
査
が
意
味
を
ま
し
て
き

「
最
近
で
は
、
政
府
に
対
し
、

さ
ら
に
は
一
般
に
行
政

「
今
日
で
は
議
会
調
査
権
は
事
実
上
、
連
邦
議
会
に
与
え
ら
れ
た
質
問
権
(
R
e
c
h
t
a
u
f
 
A
n
f
r
a
g
e
n
)
 

う
弱
い
形
態
と
、
不
信
任
投
票
と
い
う
最
も
強
力
な
表
現
と
の
中
間
に
位
置
す
る
と
こ
ろ
の
、
連
邦
政
府
に
対
す
る
統
制
作
用
で
あ
る
」

(29) 

と
い
わ
れ
て
い
る
。

司
法
調
査
、
選
挙
調
査
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

日
本
国
憲
法
第
六
二
条
と
異
な
り
、
調
査
の
対
象
を
明
示
し
て
い
な
い
。

の
を
行
な
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
さ
に
議
会
調
査
権
の
「
本
質
」
的
作
用
と
さ
れ
る
。

一
三
九

（
一
三
九
）

し
と
、

し
た
が
っ
て
連
邦
議
会
の
権
限
内
の

事
項
は
、
す
べ
て
調
査
の
対
象
と
な
り
う
る
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
逆
に
、
調
査
権
の
限
界
を
明
ら
か
に
す
る
。

(30) 

ま
ず
第
一
に
、
連
邦
国
家
原
則
か
ら
の
制
限
が
挙
げ
ら
れ
る
。
連
邦
監
督
の
範
囲
内
に
あ
る
邦
事
項
、
す
な
わ
ち
連
邦
が
邦
事
項
に
対

し
て
有
す
る
権
限
の
範
囲
内
で
調
査
権
は
行
使
さ
れ
る
。
連
邦
政
府
に
よ
る
監
督
権
行
使
の
、
連
邦
議
会
に
よ
る
調
査
と
い
う
形
で
、
邦

(31) 

行
政
は
間
接
的
に
連
邦
議
会
統
制
に
服
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
権
力
分
立
原
則
か
ら
の
制
限
が
存
在
す
紅
。
基
本
法
が
明
示
す
る
よ
う
に
、
行
政
府
あ
る
い
は
司
法
府
の
権
限
と
さ
れ
た
も

た
だ
、
行
政
府
に
対
す
る
監
視
・
統
制
作
用
は
、
立
法
の
準
備
等
を
予
備
調
査
会
の
任
務
と
し
て
い
こ

に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
調
査
権
の
行
使
、
す
な
わ
ち
不
正
を
明
る
み
に
出
す
こ
と
、

(33) 
た
」
と
い
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
も
、
こ
の
分
野
で
の
調
査
権
の
行
使
は
、
司
法
府
に
対
す
る
調
査
権
行
使
の
限
界
の
問
題
と
は
異
な
っ
て

(34) 

広
く
認
め
ら
れ
て
き
た
。

(35) 
る
」
と
も
、

「
調
査
委
員
会
の
任
務
な
ら
び
に
権
利
は
、
政
府
な
ら
び
に
官
庁
の
意
見
か
ら
『
独
立
に
』
実
際
上
そ
の
意
見
に
反
し
て
さ



人
と
い
う
も
の
は
な
い
と
も
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

一
九

d
u
n
g
)
と
は
、

所
要
の
修
正
を
加
え
て
適
用
さ
れ

の
変
更
に
と
も
な
い
、

第
三
二
巻
第
一
号

一四
0

(
一
四

0)

(36) 

え
も
調
査
を
行
な
い
、
必
要
と
あ
ら
ば
、
強
制
手
段
に
よ
っ
て
も
実
行
し
ぬ
く
と
い
う
こ
と
の
中
に
存
在
す
る
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
の

（
初
）

で
あ
る
。

基
本
法
第
四
四
条
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
が
、
き
わ
め
て
概
括
的
・
一
般
的
な
論
及
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
個
々
に
深
り

下
げ
る
べ
き
論
点
も
少
な
く
な
い
。
以
下
に
そ
の
中
か
ら
二
つ
の
問
題
を
採
り
あ
げ
簡
単
に
問
題
点
を
指
摘
す
る
。

基
本
法
第
四
四
条
二
項
一
段
は
、
「
証
拠
調
に
は
、
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
諸
規
定
を
類
推
適
用
す
る
」
と
規
定
す
る
。
こ
の
規
定
は
、

イ
マ
ー
ル
憲
法
第
三
四
条
三
項
を
受
け
た
規
定
で
あ
る
が
、

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
で
は
、

ワ

「
刑
事
訴
訟
法
の
規
定
を
類
推
適
用
す
る
」
と
さ

(38) 

れ
て
い
た
。
こ
の
場
合
に
も
捜
索
、
押
収
、
勾
引
等
の
準
用
否
定
説
が
強
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
か
ら
基
本
法
へ
の
こ

「
取
調
」
と
い
っ
て
い
た
の
が
「
証
拠
調
」
に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
類
推
適
用

(sinngemiisse

A
n
w
e
n
,
 

一
般
に
、
調
査
委
員
会
の
調
査
手
続
の
趣
旨
及
び
目
的
に
適
合
す
る
規
定
の
み
が
、

る
こ
と
を
い
う
と
さ
れ
て
い
底
。
こ
れ
は
調
査
手
続
が
人
に
対
す
る
も
の
で
は
な
く
、
事
実
を
究
明
す
る
た
め
の
も
の
、
す
な
わ
ち
、
人

の
行
動
を
究
明
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
行
動
と
い
う
事
実
を
究
明
す
る
の
で
あ
っ
て
、
人
を
糾
弾
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
で

あ
る
。

し
た
が
っ
て
調
査
委
員
会
に
お
け
る
調
査
手
続
に
お
い
て
は
、
証
人
及
び
鑑
定
人
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
被
疑
者
な
い
し
被
告

先
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
調
査
委
員
会
独
自
の
手
続
法
制
定
の
努
力
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、

い
ま
だ
そ
の
成
立
を
み
て
い
な
い
。

六
一
年
各
邦
議
会
議
長
会
識
の
勧
告
は
、
調
査
に
お
け
る
証
拠
調
に
対
す
る
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
規
定
の
類
推
適
用
と
い
う
問
題
に
個
々

①
調
査
手
続
に
つ
い
て

国
基
本
法
第
四
四
条
の
解
釈
に
つ
い
て
の
問
題
点

関
法
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「
調
査
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
事
実
の
評
価
及
び
判
断
は
、
裁
判
所
の
自
由
と
す
る
」
と
規
定
し
て

い
る
。
裁
判
所
は
、
調
査
委
員
会
の
決
議
か
ら
、
全
く
自
由
に
事
実
を
認
定
し
、
そ
の
事
実
関
係
を
評
価
し
、
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る

(45) 

と
い
う
意
味
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。

(
1
)
T
.
 M
a
u
n
z
,
 D
e
u
t
s
c
h
e
s
 Staatsrecht, 
22Aufl. 
1978, 
S. 
3
5
1
 ff; 
K. H
e
s
s
e
,
 
G
r
u
n
d
z
i
i
g
e
 d
e
s
 V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
r
e
c
h
t
s
 
d
e
r
 B
u
n
d
e
s
 

r
e
p
u
b
l
i
k
 D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
,
 
1
2
 Aufl. 
1980, 
s. 
231, 
233. 

(
2
)
基
本
法
以
前
の
ド
イ
ツ
議
会
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
v
g
l
•
H
•
F
r
o
s
t
,

D
i
e
 P
a
r
l
a
m
e
n
t
a
u
s
s
c
h
i
i
s
s
e
,
 
i
h
r
e
 
R
e
c
h
t
s
g
e
s
t
a
l
t
 
u
n
d
 ihre 

F
u
n
k
t
i
o
n
e
n
,
 dargestellt 
a
n
 d
e
n
 A
u
s
s
c
h
i
i
s
s
e
n
 
d
e
s
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
 B
u
n
d
e
s
t
a
g
e
s
,
 A
o
R
 9
5
 (1970), 
S. 
38, 
45£. 

(

3

)

連
邦
議
会
、
調
査
委
員
会
、
調
査
権
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

vgl.
M
a
n
g
o
l
d
t
,
K
l
e
i
n
,
 D
a
s
 B
o
n
n
e
r
 G
r
u
n
d
g
e
s
e
t
z
,
 2
 Aufl. 
II. 
S. 
943. 

基
本
法
第
四
四
条
四
項
二
段
は
、

調
査
委
員
会
は
、

実
の
審
理
に
関
す
る
か
ぎ
り
、

(
4
3
)
 

は
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。

a) 

ま
た
、
現
に
裁
判
所
に
係
属
中
の
事
件
を
調
査
委
員
会
は
調
査
し
う
る
（
並
行
調
査
）
と
一
般
的
に
は
解
さ
れ
て
い
る
。
並
行
調
査
を

認
め
る
考
え
は
、
す
で
に
一
九
二
六
年
の
第
三
四
回
ド
イ
ッ
法
律
家
会
議
に
お
い
て
も
多
数
説
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
裁
判
が
終
了
す
る
ま

で
議
会
が
自
主
的
に
そ
の
手
続
を
中
止
し
う
る
こ
と
は
当
然
の
権
利
で
あ
る
。

(2) 

一四

的
に
検
討
を
加
え
て
い
た
。
さ
ら
に
一
九
七
六
年
の
憲
法
改
革
予
備
調
査
会
最
終
報
告
書
は
、
調
査
手
続
を
裁
判
所
類
似
の
手
続
で
は
な

(40) 

く
、
む
し
ろ
政
治
的
評
価
の
目
的
の
た
め
の
議
会
的
手
段
に
よ
る
事
実
の
解
明
に
奉
仕
す
る
も
の
と
考
え
、
し
た
が
っ
て
目
的
と
性
格
を(41) 

異
に
す
る
刑
事
訴
訟
法
の
諸
規
定
に
依
存
す
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
と
し
、
独
自
の
手
続
法
制
定
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(42) 

裁
判
所
と
の
関
係

い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
裁
判
所
で
は
な
い
か
ら
、
確
定
力
あ
る
判
決
を
行
な
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
事

そ
れ
は
確
定
的
な
先
例
と
し
て
の
効
果
を
持
ち
、
裁
判
所
も
こ
れ
に
拘
束
さ
れ
る
と
す
る
見
解
も
一
部
に

（
一
四
一
）



関
法

第
三
二
巻
第
一
号

(4)H•Frost, 

a. 
a. 
0., 
S. 
5
2
.

こ
こ
で
第
三
の
類
型
に
あ
げ
ら
れ
た
請
願
委
員
会
の
改
革
の
働
き
に
つ
い
て
は
、
藤
田
晴
子
「
西
独
連
邦
議
会

請
願
委
員
会
の
権
限
」
（
『
公
法
の
理
論
下

n』
所
収
）
二
四
一
＿
二
頁
参
照
。

(
5
)
B
r
u
n
o
 S
c
h
m
i
d
t
,
B
l
e
i
b
t
r
e
u
 /
 Fr
a
n
z
 K
l
e
i
n
,
 
K
o
m
m
e
n
t
a
r
 z
u
m
 G
r
u
n
d
g
e
s
e
t
z
 
f
u
r
 
d
i
e
 B
u
n
d
e
s
r
e
p
u
b
l
i
k
 D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
,
 5
 Aufl. 

1
9
8
0
,
 
S. 5
8
6
.
 
M
a
n
g
o
l
d
t
,
K
l
e
i
n
,
 a. 
a. 
0., 
S. 9
4
5
 
f.
帝
吊
江

i季
含
貝
今
盆
守
と
は
ち
が
っ
て
、
第
四
四
条
に
も
と
づ
き
設
置
さ
れ
る
調
査
委
員
会

は
、
特
定
の
調
査
対
象
を
明
ら
か
に
し
て
調
査
の
為
に
設
置
さ
れ
る
委
員
会
で
あ
る
。
た
だ
基
本
法
に
は
、
調
査
委
員
会
の
有
す
る
権
利
を
常
任

委
員
会
、
防
衛
委
員
会
も
有
す
る
旨
の
規
定
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
（
基
本
法
第
四
五
条
一
項
、
第
四
五
条
の

a
二
項
）
。

(

6

)

こ
れ
ら
の
条
文
の
紹
介
、
邦
訳
と
し
て
、
島
川
豊
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
会
の
国
政
調
査
権
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
一
七
五
号
五
頁
。
麻
生
茂

「
西
独
連
邦
議
会
に
お
け
る
調
査
委
員
会
に
関
す
る
憲
法
改
正
の
動
き
ー
憲
法
改
革
予
備
調
査
会
の
最
終
報
告
か
ら
ー
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
三
二
六

号
四
五
ー
四
八
頁
参
照
。

(
7
)
V
g
l
.
 T. 
M
a
u
n
z
,
 a. 
a. 
0., 
S. 
3
5
5
 
f. 

(
8
)

島
川
・
前
掲
五
頁
。

(
9
)
V
g
l
.
 T. S
c
h
r
a
m
m
,
 Staatsrecht I
,
 
1
9
7
1
,
 
S. 
4
7
 f; 
T. M
a
u
n
z
,
 a. 
a. 
0., 
S. 3
4
3
.
 

(
1
0
)
W
.
 B
e
c
k
e
r
,
 
E
i
n
 
B
e
i
t
r
a
g
 
z
u
m
 R
e
c
h
t
 d
e
r
 p
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
c
h
e
n
 
U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
s
a
u
s
s
c
h
i
i
s
s
e
,
 
D
o
V
 1
9
6
4
,
 
S. 
5
0
5
,
 
5
0
9
 
f
"
 

derselbe, 
D
a
s
 R
e
c
h
t
 p
a
r
l
a
m
e
n
L
a
r
i
s
c
h
e
r
 
U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
s
a
u
s
s
c
h
i
i
s
s
e
,
N
P
a
r
!
.
 3
,
 
1
9
7
2
,
 
S. 
4
2
5
f
f
.
却
が
印
i

と
し
て
は
、
自
密
川
豊
「
西

ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
会
の
国
政
調
査
権
（
続
稿
）
調
査
委
員
会
の
手
続
に
関
す
る
各
邦
議
会
議
長
会
議
の
勧
告
に
つ
い
て
ー
ー
止
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
一
八
四
号
六
頁
参
照
。

(
1
1
)
V
 gl. 
W. B
e
c
k
e
r
,
N
P
a
r
l
.
 3
,
 
1
9
7
2
,
 
S. 4
2
5
.
 

(
1
2
)
V
 gl. 
W. B
e
c
k
e
r
,
 D
o
V
 1
9
6
4
,
 
S. 
5
0
5
.
 

(
1
3
)

こ
の
勧
告
を
参
考
に
し
て
、
連
邦
議
会
に
一
九
六
七
年
―
二
月
に
は
、
基
本
法
第
四
四
条
の
改
正
案
が
、
ま
た
一
九
六
九
年
五
月
に
は
、
連
邦

議
会
の
調
査
委
員
会
の
設
置
及
び
手
続
に
関
す
る
法
律
案
(
「
I
P
A
規
定
」
と
呼
ば
れ
る
）
が
提
出
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
成
立
し
な
か
っ
た
。

麻
生
茂
「
西
独
の
連
邦
議
会
調
査
委
員
会
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
三
三
七
号
一
頁
、
九
頁
以
下
参
照
。

V
gl. 

W. B
e
c
k
e
r
,
N
P
a
r
!
.
 
3
,
 
1
9
7
2
,
 

S. 

4
3
6
f
f
.

な
お
、
こ
の
論
文
の
末
尾
に
は
調
査
委
員
会
に
つ
い
て
の
連
邦

(
I
P
A
草
案
）
、
バ
イ
ニ
ル
ン
、
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
規
定
の
対
照
表

が
ふ
さ
れ
て
い
る

(s.
4
3
9
f
f
)
。

一
四

（
一
四
二
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
⇔

(

1

4

)

こ
れ
ま
で
に
、
「
現
在
の
文
化
政
策
の
検
討
」
、
「
社
会
に
お
け
る
婦
人
の
地
位
」
、
さ
ら
に
は
基
本
法
改
革
の
為
に
予
備
調
査
会
が
設
置
さ
れ
た
。

麻
生
・
前
掲
（
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
三
二
六
号
）
四
八
頁
。

(
1
5
)
V
 gl. 
W. B
e
c
k
e
r
,
N
P
a
r
l
.
 3, 
1
9
7
2
`
s
.
 427ff. 

(16)Vgl•H. 

P. 
Ipsen, 
Z
u
r
n
 S
c
h
l
u
B
b
e
r
i
c
h
t
 
d
e
r
 E
n
q
u
e
t
e
,
K
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
r
e
f
o
r
m
,
 
D
o
V
 1
9
7
7
`
S
.
 
537ff; 
K. 
Stern; 

D
e
r
 S
c
h
l
u
B
b
e
r
i
c
h
t
 d
e
r
 E
n
q
u
e
t
e
,
K
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
r
e
f
o
r
m
 d
e
s
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
 B
u
n
d
e
s
t
a
g
e
s
,
N
R
P
 1977, 
S. 
12ff. 

(
1
7
)

少
数
意
見
に
つ
い
て
は
、
麻
生
・
前
掲
（
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
―
―
―
二
六
号
）
六
九
頁
以
下
参
照
。
少
数
意
見
は
主
と
し
て
事
実
の
解
明
に
重
点
を
お

く
よ
う
で
あ
る
。

(
1
8
)
N
.
 A
c
h
t
e
r
b
e
r
g
,
 P
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
c
h
e
 Kontrollrechte, 
D
o
V
 1977, 
S. 
548. 

(
1
9
)
M
a
u
n
z
,
D
u
r
i
g
,
H
e
r
z
o
g
,
 G
r
u
n
d
g
e
s
e
t
z
 K
o
m
m
e
n
t
a
r
,
 1
9
7
3
`
A
r
t
.
 44. 
R
d
n
r
.
 2, 

(
2
0
)
M
a
n
g
o
l
d
t
、Klein,
a. 
a
.
0
．こ
S.
941. 
V
 gl. 
B. S
c
h
m
i
d
t
,
B
l
e
i
b
t
r
e
u
 /
 
F•Klein, 

a. 
a. 
0., 
S. 
585f. 

(
2
1
)
M
a
u
n
z
,
D
u
r
i
g
,
H
e
r
z
o
g
,
 a. 
a. 
0., 
R
d
n
r
n
.
 2
0
£
;
 B. S
c
h
m
i
d
t
,
B
l
e
i
b
t
r
e
u
 /
 
F•Klein, 

a. 
a
.
0
.

s`. 
586. 

(
2
2
)
M
a
u
n
z
,
D
u
r
i
g
、H
e
r
z
o
g
,
a, 
a. 
0., 
R
d
n
r
.
 3
 ;
 B. 
S
c
h
m
i
d
t
,
B
l
e
i
b
t
r
e
u
 /
 
F•Klein, 

a. 
a. 
0., 
S. 
585. 

(
2
3
)
V
g
l
.
 M
a
u
n
z
,
D
日
ig,Herzog,
a. 
a. 
0., R
d
n
r
n
.
 5, Q
,
 
2
1
;
 E. 
W. B
o
c
k
e
n
f
o
r
d
e
,
 P
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
c
h
e
 U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
s
a
u
s
s
c
h
i
i
s
s
e
 

u
n
d
 k
o
m
m
u
n
a
l
e
 S
e
l
b
s
t
v
e
r
w
a
l
t
u
n
g
,
 A
o
R
 1
0
3
 
(1978), 
S. 
1, 
8ff. 

(

2

4

)

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る

K
o
r
o
l
l
a
r
理
論
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
調
査
委
員
会
は
議
会
の
補
助
機
関
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

権
限
は
全
体
と
し
て
の
議
会
の
権
限
に
よ
っ
て
き
ま
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
本
文
で
の
べ
た
よ
う
に
、
第
四
四
条
の
「
権

限
」
を
も
含
め
て
議
会
の
「
全
体
と
し
て
の
権
限
」
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
第
四
四
条
の
権
限
行
使
に
際
し
て
は
、
全
体
と
し

て
の
議
会
の
「
そ
の
他
の
」
権
限
に
よ
っ
て
範
囲
が
限
定
さ
れ
る
と
す
る
考
え
の
よ
う
で
あ
り
、
第
四
四
条
（
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
三
四
条
）
は

連
邦
議
会
に
何
ら
新
た
な
権
限
を
加
え
る
も
の
で
は
な
い
と
も
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
考
案
を
加
え
た
上
で
、
考
え
を
ま
と

め
て
み
た
い
。

V
g
l
.

R. 
Scholz, 
P
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
c
h
e
r
 U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
s
a
u
s
s
c
h
u
B
 u
n
d
 S
t
e
u
e
r
g
e
h
e
i
m
n
i
s
,
 
A
o
R
 1
0
5
 
(1980), 
S. 

5
6
4
,
5
9
3
;
 J•Kolble`Parlamentarisches 

U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
s
r
e
c
h
t
 u
n
d
 Bundesstaatsprinzip, 
D
V
B
!
.
 
1
9
6
4
 
S. 
7
0
1
;
 A•Katz, 

G
r
u
n
d
k
u
r
s
 
iin 
offentlichen 
R
e
c
h
t
 
I, 
4
 Aufl. 
1980, 
S. 
151.

ま
た
、

K
o
r
o
l
l
a
r
理
論
と
同
様
の
主
張
は
、
ロ
ー
マ
法
原
則
の
、

m
e
m
o
 p
l
u
s
 juris 
a
d
 a
l
i
u
m
 transferre 
potest, 
q
u
a
m
 ipse 
h
a
b
e
t
 (
~
‘
^
J
9

白
口
E
]の
右Fす
二
る
よ
り
以
上
の
権
利
を
他
人
に
譲
渡
し
え
な

一
四
三

（
一
四
三
）



関
法

第
三
二
巻
第
一
号

い
）
を
引
用
し
て
主
張
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
斉
藤
秀
夫
『
国
会
と
司
法
権
の
独
立
』
四

0
頁
参
照
。

(
2
5
)
M
a
n
g
o
l
d
t
,
K
l
e
i
n
,
 a. 
a. 
0., 
S. 
942.

フ
ェ
ア
シ
ニ
ク
イ
ル
は
、
次
の
六
つ
の
調
査
に
分
類
し
て
い
る
。

(
i
)
G
e
s
e
t
z
,
g
e
b
u
n
g
s
e
n
q
u
e
t
e
,

(
i
)
E
x
e
k
u
t
i
v
e
n
q
u
e
t
e
,

亘
Justizenquete,

{iv 

性
格
を
持
つ
も
の
は
議
院
規
則
第
七
四
条
の
a
制
定
以
降
、
予
備
調
査
会
で
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

L.A•Versteyl•in: 

v. 
I. 

M
u
n
c
h
,
 G
r
u
n
d
g
e
s
e
t
z
,
K
o
m
m
e
n
t
a
r
 B
d
.
 2,_ 
1976, 
S. 
488. 

-

(
2
6
)
N
.
 A
c
h
t
e
r
b
e
r
g
,
 
a. 
a. 
0., 
S. 548•551 

• 

B. 
S
c
h
m
i
d
t
,
B
l
e
i
b
t
r
e
u
 /
 
F•Klein, 

a. 
a. 
0., 
S. 589•Korn 

m
i
s
s
i
o
n

と

U
n
t
e
r
s
u
c
h
,

u
n
g
a
u
s
s
c
h
品
と
の
間
の
役
割
の
区
別
を
認
め
る
こ
と
の
意
義
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
時
代
に
レ
ワ
ル
ト
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

V
g
l
.
W
.
 

Lewald•Enqueterecht 

u
n
d
 Aufsichtsrecht, 
A
i
i
R
 4
4
 (1923), 
S. 
276. 

(

2

7

)

第
四
四
条
の

a
「
連
邦
議
会
は
、
広
汎
か
つ
重
要
な
専
門
分
野
に
つ
い
て
の
決
定
の
準
備
の
た
め
、
予
備
調
査
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
」
麻
生
・
前
掲
（
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
一
＝
二
六
号
）
六
四
—
六
五
頁
。V
g
l
.
A•Katz, 

a. 
a. 
0., 
S. 
157ff; 
M
a
u
n
z
,
D
日
ig,Herzog,

a. 
a. 

0., 
R
d
n
r
.
 23. 

(
2
8
)

第
四
四
条
の
調
査
委
員
会
が
、
ど
の
会
派
の
提
案
で
、
何
を
対
象
・
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
は
、

vgl.
Versteyl, 
a. 
a. 

0., 
s. 4
9
8
.又
、
高
見
勝
利
「
英
•
仏
・
独
の
国
政
調
査
の
実
情
」
自
由
と
正
義
二
七
巻
一0
号
一
九
ー
ニ
0
頁
参
照
。

(29)H•Frost, 

a. 
a
.
0
.
,
 S. 
56. 
V
g
l
.
 U•Kel3ler, 

D
i
e
 A
k
t
e
n
v
o
r
l
a
g
e
 u
n
d
 B
e
a
m
t
e
n
a
u
s
s
a
g
e
 in 
p
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
c
h
e
n
 U
n
t
e
r
s
u
c
h
,
 

u
n
g
s
v
e
r
f
a
h
r
e
n
,
 A
i
i
R
 8
8
 (
1
9
6
3
)

s`. 313•321ff 

;
 Ma
u
n
z
,
D
u
r
i
g
,
H
e
r
z
o
g
,
 a. 
a. 
0., 
R
d
n
r
.
 24.
そ
し
て
、
行
政
に
対
す
る
最
も
一
般

的
な
統
制
手
段
と
し
て
議
会
な
ら
び
に
委
員
会
に
属
す
る
召
喚
権

(Zitierungsrecht)
、
す
な
わ
ち
政
府
の
各
構
成
員
を
会
議
に
出
席
す
る
よ

う
要
求
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

V
g
l
.
W
o
l
f
f
/
 B
a
c
h
o
f
,
 
V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
r
e
c
h
t
 
III, 
4
 Aufl. 
1978, 
S. 
4
7
7
 ff. 

(
3
0
)
V
g
l
.
 
J•Kiilble, 

a. 
a. 
0., S. 7
0
1
;
 W
o
l
f
f
/
 B
a
c
h
o
f
,
 a. 
a. 
0., S. 4
8
1
;
 C. Liissig•Beschriinkungen 

d
e
s
 B
e
w
e
i
s
e
r
h
e
b
u
n
g
s
r
e
c
h
t
s
 

p
a
r
l
a
m
e
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